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１．学ぶ意欲をもち、知性と良１莚の

あふれる村をつくります。
１．健康と安全を心がけ

明るく楽しい村をつくり ます。

｜。勤労を喜び、力を合 わせて
豊かな村をつくります。

１．自然を守り、人を愛し、

心やさしい村をつくります。
１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくり ます。
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－１１月１６日・佐井中グランドー
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の
窓
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むらの情報を広く掲載いた

します。身近な情報があり

ましたら、企画財政課まで

連絡ください。

第
八
回

佐
井
村
物
産
展

十
月
二
十
六
日
、
二
十
七
日

の
両
日
、
津
軽
海
峡
文
化
館
ア

ル
ザ
ス
を
会
場
に
、
村
の
産
業

を
一
堂
に
集
め
た
「
第
八
回
佐

井
村
物
産
展
」
が
開
催
さ
れ
、

期
間
中
大
勢
の
人
が
訪
れ
て
賑

わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

今
年
収
穫
し
た
農
林
水
産
物

の
共
進
会
、
ア
イ
デ
ア
エ
夫
展
、

商
工
展
、
健
康
展
、
森
林
展
、

▲テープカット

▲農林水産物共進会

福
浦

少

年

消

防

ク
ラ

ブ

結

成

十

周

年

を

祝

う

福
浦
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
は
、

昭
和
五
十
六
年
に
結
成
さ
れ
て

か
ら
、
二
度
も
消
防
庁
長
官
賞

を
受
け
る
な
ど
、
活
発
な
活
動

を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
結
成

十
周
年
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で

生
活
改
善
展
な
ど
の
展
示
コ
ー

ナ
ー
に
は
、
午
前
十
時
の
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
の
あ
と
、
訪
れ
た
大

た
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ほ
ど

の
人
気
ぶ
り
で
、
即
売
コ
ー
ナ

ー
で
は
買
物
袋
い
っ
ぱ
い
に
買

い
求
め
る
人
の
姿
も
み
ら
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
屋
外
で
は
「
ち
び
っ

こ
広
場
」
が
人
気
で
、
オ
ー
ト

バ
イ
や
バ
ギ
ー
カ
ー
に
子
ど
も

達
の
行
列
が
で
き
る
な
ど
、
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
に
威
勢
の
よ
い

か
け
声
や
笑
い
声
が
響
き
わ
た

っ
匸
冖
ま
し
七
。

の
活
動
を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
、

さ
ら
に
活
動
を
強
化
し
て
、
福

浦
地
区
の
防
火
活
動
に
貢
献
し

て
く
れ
る
よ
う
に
、
十
一
月
十

九
日
に
十
周
年
記
念
行
事
が
行

▲アイデアエ夫展
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▽
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昌
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ｙ
イ
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責
福
田
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だ
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昆
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努
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中
徳
太
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口
昆
布

耳
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亥
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太
郎

旱
よ

し

々
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▽
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〃
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▽
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々
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々
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々
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史



わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
下
北
地
域
広
域
行

政
事
務
組
合
消
防
本
部
の
相
良

消
防
長
を
は
じ
め
、
村
内
外
か

ら
四
十
二
名
の
方
々
が
出
席
す

る
中
、
ま
ず
火
災
発
生
の
通
報

で
、
素
早
く
五
十
秒
余
り
で
避

難
し
た
後
、
当
ク
ラ
ブ
の
伝
統

と
し
て
定
着
し
て
い
る
消
火
栓

操
法
が
、
き
び
き
び
し
た
行
動

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
の
式
典
で
は
、
消
防

ク
ラ
ブ
の
田
中
正
行
幹
事
長
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
消
防
長
や
村

長
、
校
長
の
祝
辞
が
あ
り
、
相

良
下
北
広
域
少
年
婦
人
防
火
委

員
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
佐
井
消
防
分

署
長
か
ら
は
、
署
員
の
手
作
り

の
纏
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ク
ラ
ブ
委
員
長
の

田
中
辰
美
君
が
、
お
礼
の
こ
と

ば
と
、
こ
れ
か
ら
も
地
区
の
防

火
活
動
に
貢
献
し
て
い
く
た
め
、

し
っ
か
り
と
頑
張
り
た
い
と
決

意
を
述
べ
、
十
四
名
の
ク
ラ
ブ

員
も
、
こ
れ
か
ら
も
火
事
を
出

さ
な
い
よ
う
に
頑
張
ろ
う
と
心

に
誓
い
合
い
式
典
を
終
え
ま
し

た
。

▼福浦少年消防クラブのみなさん

ふ

れ

あ

い

の

っ

と

い

で

交

流

を

深

め

る

十
一
月
六
日
、
大
畑
町
の
延

寿
圉
で
開
催
さ
れ
た
「
ふ
れ
あ

い
の
つ
ど
い
」
に
、
佐
井
村
か

ら
日
赤
奉
仕
団
員
と
Ｉ
人
暮
し

老
人
な
ど
五
十
人
が
参
加
し
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
は
、
現

在
五
名
の
佐
井
村
出
身
者
が
入

所
し
て
い
る
延
寿
圉
が
主
催
し
、

佐
井
村
と
佐
井
村
社
会
福
祉
協

議
会
が
共
催
と
し
て
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
今
回
で
五
回
目
と

な
り
ま
す
。

こ
の
日
は
、
佐
井
村
か
ら
参

加
し
た
Ｉ
人
暮
し
老
人
の
方
々

は
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
、
食
事
サ

ー
ビ
ス
、
健
康
相
談
、
理
髪
な

ど
を
受
け
、
ま
た
、
日
赤
奉
仕

団
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
踊
り
や

ゲ
ー
ム
、
手
遊
び
な
ど
で
楽
し

み
、
一
日
中
延
寿
圉
入
所
者
と

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

平成３年度
佐井村表彰式典

１１月３日の文化の囗、振興セン

ターを会場に、平成３年度佐井村

表彰式典が行われ、長年にわたり

佐井村の発展に尽くしてきた功労

者に感謝状と記念品が贈られまし

た。

受賞者は次の方々です。

【地方自治功労者】 西村 福男

松藻 勝雄

【消防防災功労者】 宮川 茂

Ｗふれあいのつどい

平

成

三

年

度

共

同

募

金

運

動

四

実

績

に

っ

い

て

十
月
一
日
か
ら
全
国
一
斉
に

行
わ
れ
て
い
る
共
同
募
金
に
対

し
、
村
民
の
方
々
か
ら
十
一
月

十
日
現
在
、
目
標
額
の
一
五
五

％
に
達
す
る
六
四
一
、
五
七
六

円
の
浄
財
を
ご
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た
。

十
月
二
十
九
日
に
は
、
保
育

所
の
子
ど
も
達
の
代
表
が
役
場

を
訪
れ
、
お
こ
づ
か
い
の
一
部

を
募
金
に
届
け
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
ま
た
、
健
康
づ
く
り
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
社
会
福
祉
入

門
教
室
の
際
に
も
、
募
金
箱
に

小
銭
を
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
方

々
に
対
し
て
も
厚
く
お
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
寄
付
は
、

全
額
青
森
共
同
募
金
会
へ
送
金

さ
れ
、
恵
ま
れ
な
い
人
々
の
た

め
に
役
立
て
ら
れ
る
ほ
か
、
一

部
は
村
へ
も
還
元
さ
れ
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
共
同
募
金
運

動
の
た
め
に
、
忙
し
い
中
毎
戸

を
訪
問
し
集
金
に
あ
た
ら
れ
た

奉
仕
者
の
み
な
さ
ん
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
紙

面
を
借
り
て
お
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。

▼募金する保育所の園児代表

冬期間

通行止めに

なり ます

卜通行止めの期間

平成３年１２月１日から

平成４年５月１５日まで



唇

｀
た

っ

た

オ
‐７〈

マ

ン

ー
サ

ン
『
一
ン

氏

講
一一一一
会

海

上

自

衛

隊

大

湊

音

楽

隊

演

奏

会

十
月
二
十
九
日
、
ア
ル
ザ
ス

を
会
場
に
、
佐
井
村
商
工
会
主

催
、
教
育
委
員
会
、
漁
協
、
農

協
後
援
に
よ
る
「
自
衛
隊
音
楽

隊
演
奏
会
、
オ
ス
マ
ン

ー
サ
ン

コ
ン
氏
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
、

村
民
約
三
百
名

が
聞
き
入
り
ま

し
た
。

サ
ン
コ
ン
氏
は
、
講
演
の
中

で
「
外
国
に
だ
け
目
を
向
け
る

の
で
は
な
く
、
日
本
・
日
本
人

の
良
さ
を
再
発
見
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
な
が
ら
、
観
客
席
に
降

り
て
直
接
質
問
を
受
け
、
ユ
ー

モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
答
え

る
な
ど
、

サ
ン
コ
ン
氏
の
人
柄
の
一
端
を

見
た
よ
う
な
気

が
し
ま
し
た
。

ま
た
、
講
演
に
先
立
ち
開
催

さ
れ
た
自
衛
隊
音
楽
隊
演
奏
会

で
は
、
ア
ニ
メ
主
題
歌
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
に
続
き
、
「
追
憶
」

も
演
奏
さ
れ
る
な
ど
、
観
客
か

ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

▲講演するオスマン・サンコン氏

▼海上自衛隊大湊音楽隊のみなさん

野

球

道

具

は

大

事

に
・：

野
球
解
説
者
”大
矢
明
彦
氏
”の

野
球
教
室
開
催
さ
れ
る

十
一
月
十
六
囗
、
今
年
度
整

備
さ
れ
た
佐
井
中
学
校
グ
ラ
ン

ド
を
会
場
に
、
元
ヤ
ク
ル
ト
ス

ワ
ロ
ー
ズ
補
手
の
大
矢
明
彦
氏

を
招
い
て
、
野
球
教
室
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

久
々
に
好
天
に
恵
ま
れ
た
も

の
の
、
冷
た
い
風
が
吹
く
中
、

佐
井
中
学
校
野
球
部
と
佐
井
小

学
校
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
の
選
手

を
対
象
に
、
約
二
時
間
半
の
短

い
時
間
で
し
た
が
、
柔
軟
体
操
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
キ
ャ
ヨ
チ
ボ

ー
ル
な
ど
の
基
本
的
プ
レ
ー
を

重
視
し
た
指
導

に
、
は
じ
め
て

プ
ロ
野
球
の
選
手
を
身
近
に
し

▼大矢明彦氏の野球教室

霖

晢

怱

恋

克

間
伐
、
枝
打
ち
を
実
施
し
て

あ
な
た
の
山
林
は
よ
み
が
え
る

村
で
は
、
間
伐
促
進
強
化
対

策
事
業
の
指
定
を
受
け
、
地
域

の
民
有
林
及
び
部
分
林
の
整
備

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
間
伐
、
枝
打

ち
を
実
施
し
た
場
合
、
高
率
の

補
助
金
が
交
付
に
な
る
も
の
で

す
。
こ
の
機
会
に
、
こ
の
制
度

を
活
用
し
て
、
所
有
山
林
の
手

入
れ
を
実
施
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
こ
の
制
度
に
つ
い
て

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
地
域
振

興
課
霓
二
八
－

二
一
一
一
ま
た

は
北
通
地
方
森
林
組
合
霓
二
四

－

二
五
二
〇
に
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

除 ・間 伐

（立木の１０％以上）

枝打ち 製 造 事 業 所 の み な さ ん へ

平 成 ３ 年 工 業 統 計 調
査

１２月 ３１日 現 在 で 行 い ま す
Ｏ

●年末から１月にかけて調査員が伺います。

ご協力をお願いします。

人
｀
澀

皙

鹿

ｒ

胥

「
頼
り
に
な
り
ま
す

困
っ
た
と
き
」

人
権
擁
護
委
員
は
、
自
宅
で

い
つ
で
も
あ
な
た
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

相
談
の
内
容
に
つ
い
て
は
、



た
子
ど
も
た
ち
は
、
幾
分
緊
張

し
な
が
ら
も
一
生
懸
命
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
大
矢
選
手
が
「
自

分
は
身
体
が
小
さ
く
、
レ
ギ
ュ

ラ
ー
に
な
れ
な
か
っ
た
が
、
人

一
倍
努
力
し
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を

勝
ち
取
っ
た
」
と
い
う
経
験
を

紹
介
し
、
参
加
者
一
人
一
人
を

激
励
。
色
紙
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
野
球
教
室
を
終
え
ま
し
た
。

福

浦

⑩

歌

舞

伎

滸

幽
ｍ

上
弔
四
回
北
東
北
民
俗
芸
能
大
会
＝

十
一
月
十
七
日
、
田
子
町
が

主
催
す
る
第
四
回
北
東
北
民
俗

芸
能
大
会
に
福
浦
の
歌
舞
伎
が

出
演
し
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
田
子
町
農
業

者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に

は
た
く
さ
ん
の
観
客
が
集
ま
り
、

初
め
て
見

る
歌
舞
伎
に
声
援
を

お
く
っ
て
い
ま
し
た
。

福
浦
の
歌
舞
伎
の
他
に
も
、

地
元
田
子
町
、
岩
手
県
東
和
町

二
化
巻
市
、
秋
０２１
県
藤
里
町
・

鹿
角
市
の
い
ず
れ
も
県
の
無
形

民
俗
文
化
財
指
定
を
う
け
た
団

体
が
招
聘
さ
れ
、
独
特
の
郷
土

芸
能
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
出
演
と
し
て
ア

メ
リ
カ
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
踊
り

も
あ
り
、
会
場
は
拍
手
の
音
で

響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

▼福浦の歌舞伎

緇

間

美

香

さ

ん
（
―

中
二
言
が

簡

易

保

険

局

長

賞

を

受

賞

＝
第
三
十
回
か
ん
ぽ
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
＝

簡
易
保
険
が
国
民
生
活
に
果

た
し
て
い
る
公
共
的
役
割
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
小
・
中
学
校
に

お
け
る
社
会
科
教
育
及
び
作
文

教
育
に
役
立
て
る
目
的
で
「
か

ん
ぽ
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
実

施
さ
れ
、
佐
井
村
か
ら
も
各
小

・
中
学
校
か
ら
多
数
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

中
央
審
査
及
び
地
方
審
査
の

結
果
、
東
北
各
県
（

。九
九
二
点

の

作
品
の
中
か
ら
、
長
後
中
学
校

２
年
細
間
美
香
さ
ん
が
、
簡
易

保
険
局
長
賞
に
選
ば
れ
る
な
ど
、

立
派
な
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○ 中 央 賞 入 選 者

・・簡易保険局長賞

長後中２年 細間美香

作品題「父の生きがい」

Ｏ地方賞入選者

Ｓ・郵便局長賞

長後小６年 池田陽子

作品題「私の大切な保険」

磯谷中２年 福田貴子

作品題「恐怖と喜こびの

組体操」

磯谷中３年 新田真生

作品題「いつまで も

心の中に」

秘
密
を
守
り
、
無
料
で
、
む
ず

か
し
い
手
続
き
も
い
り
ま
せ
ん
。

「
こ
ん
な
相
談
を受

付
け
ま
す
」

●
い
じ
め
、
体
罰
、
差
別
な
ど

人
権
問
題
で
悩
ん
で
い
る
。

●
夫
婦
、
親
子
、
結
婚
、
離
婚
、

扶
養
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
。

●
財
産
相
続
、
登
記
な
ど
、
土

地
問
題
で
悩
ん
で

い
る
。

「
人
権
擁
護
委
員
は

あ
な
た
の
相
談
相
手
で
す
」

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住

民
の
基
本
的
人
権
が
侵
害
さ
れ

な
い
よ
う
絶
え
ず
監
視
し
、
も

し
侵
害
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

そ
の
相
談
相
手

に
な
り
、
適
切

な
処
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
っ

県

立

む

つ

高

等

技

術

専

門

校

学

生

募

集

技
術
革
新
に
対
応
で
き
る
技

術
者
の
養
成
を
め
ざ
し
、
次
の

と
お
り
平
成
四
年
度
の
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
人
員

・
専
修
訓
練
課
程
（
中
卒
コ
ー
ス
）

建
築
科

定
員
二
十
名

・
職
業
転
換
課
程
（
転
職
コ
ー
ス
）

建
築
科

定
員
二
十
名

ブ
ロ
ッ
ク
阡

む
員
一
一
ヤ
名

て
救
済
を
は
か
り
、
ま
た
人
権

思
想
の
普
及
、
高
揚
に
も
努
め

て
い
ま
す
。

佐
井
村
の
人
権
擁
護
委
員
は

次
の
方
々
で
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
太
田

正
三
容
囲
四

匸
一
九

●
山
本

正

昔
囲
二
六
六
二

●
佐
々
木
寛
昭
容
囲
二
二
七
六

特設 人権 相談 所開 設

と き 平成３年１２月５日（村

午前１０時～午後３時

ところ 農業研修センター（和室）

Ｓ３８－４２５１

※当日は、青森地方法務局むつ支

局から担当者が出席します。

解決への糸口が見つかるかも／

▼

教

育

期

間

一

年

間

▼
募

集

期

間

・

専

修

訓

練

課

程

平

成

四

年

一
月

六

日

か

ら

二

月

三

日

ま

で

・

職

業

転

換

課

程

平

成

四

年

一

月

六

日

か

ら

三

月

九

日

ま

で

▼

問

い

合

せ

先

そ

の

他

詳

し

い
こ

と

は

、

県

立

む

つ
高

等

技

術

専

門

校

ま

で

。

・一一
（
二

四

）

匸

一
三

四



赦
育
だ
よ
う

佐
井
村
教
育
委
員
長
に

野

村

義

勝
氏

佐
井
村
教
育
長
に

田
名
部

武

勇
氏
が
就
任
す
る

▼就仔のあいさつに役場を訪 れる

平
成
三
年
十
一
月
三
日
、
前
教
育
長
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
後
任
に
田
名
部
武
勇
氏
が
十

一
月
十
五
日
付
け
で
就

任
し
、
教
育
委
員
長
に
は
、
野
村
義
勝
氏
、
同
職
務
代
理

者
に
三
上
敏
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

教
育
長

田
名
部
武
勇

前
任
者
教
育
長
の
任
期
満
了

に
よ
り
、
こ
の
度
は
が
ら
ず
も

委
員
会
か
ら
選
出
さ
れ
、
県
教

育
委
員
会
の
承
認
を
得
て
、
教

育
長
と
し
て
就
任
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
あ

り
、
そ
の
責
務
の
重
大
さ
を
痛

感
し
て
い
ま
す
。

教
育
行
政
に
つ
い
て
は
、
無

に
も
等
し
い
け
れ
ど
も
、
前
任

者
の
卓
越
に
よ
り
得
た
業
績
を

基
に
、
誠
心
誠
意
努
力
す
る
所

存
で
す
。

な
に
と
ぞ
村
民
の
皆
様
方
の

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
あ
げ
、
就
任
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

佐
井
村
教
育
委
員
会
組
織

教
育
委
員
長

野
村

義
勝

職
務
代
理
者

三
上

敏

委

員

宮
川

尚

教

育

長

田
名
部
武
勇

佐
井
村
中
央
公
民
館
選

俳

句
西
谷

豊
彦

秋
千
草
花
瓶
に
活
け
て
山
河
あ

り豆
漬
の
莢
の
太
さ
や
温
泉
宿

山
霧
や
鴛
鴦
遊
ぶ
砂
防
ダ
ム

つ
る
垂
ら
し
蔓
の
器
に
通
草
活

く尾
花
混
ぜ
活
け
し
千
草
に
月
欲

し
や

大
坂

し
ん

障
子
立
て
和
紙
の
白
さ
に
温
も

り
ぬ

晩
秋
の
彩
り
乏
し
く
野
は
昏
れ

秋
晴
れ
や
松
島
巡
る
遊
覧
船

菊
池

み
や

獅
子
舞
う
は
未
だ
肩
揚
げ
し
て

の
小
年
ら

秋
桜
極
み
澄
み
た
る
旅
の
空

上
山

実

花
は
実
に
吾
れ
は
忘
れ
る
事
ば

か
り

倒
さ
れ
て
尚
喰
み
い
た
る
甲
虫

干
鱈
喘
ん
で
訳
な
く
男
の
酒
交

わ
し

一
樹
残
り
仏
の
如
し
夏
静
か

夏
旅
の
滝
音
あ
り
て
風
涼
し

本
村
さ
ち
子

名
も
知
ら
ぬ
草
よ
り
青
し
雨
蛙

過
ぎ
し
日
の
淡
き
恋
な
り
星
今

宵（
湯
の
川
温
泉
）
川
岸
キ
ョ
子

傘
開
く
音
に
は
じ
け
て
木
の
実

降
る

か
く
な
れ
ば
濡
れ
る
外
な
し
秋

時
雨

恥
ら
い
て
淡
く
彩
増
す
楓
か
な

う
ら
亭
れ
し
囗
も
爽
や
か
に
赤

い
羽
根

霊
送
る
儀
式
に
溢
れ
る
菊
の
花

田
名
部
ビ
サ

朝
顔
の
蔓
朝
刊
に
触
れ
て
お
り

（
仙
台

松
島
方
面
）

右
坂
に
こ
ぼ
る
る
萩
や
伊
達
の

廟野
紺
菊
こ
の
先
立
入
禁
止
札

灰
皿
に
秋
を
活
か
し
た
名
師
匠

意
の
ま
ま
に
蔓
く
ね
ら
せ
し
つ

る
も
ど
き

坂
塀
の
隙
よ
り
は
み
出
し
菊
一

輪風
向
き
を
誰
よ
り
も
知
る
芒
か

な

三
上

敏



平
成
四
年
度

佐
井
村
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

村
で
は
、
有
用
な
人
材
を
育

成
し
、
も
っ
て
佐
井
村
の
振
興

に
寄
与
さ
せ
、
一
般
文
化
の
向

上
と
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
次
の
と
お
り
奨
学
生

を
募
集
し
ま
す
。

▼
貸
付
の
対
象

佐
井
村
に
居
住
す
る
者
の
子

弟
で
、
高
校
、
大
学
、
各
種
技

術
技
能
養
成
機
関
に
在
学
す
る

者
。

▼
奨
学
金
貸
与
の
額

・
大
学
（
医
・
歯
学
部
除
く
）

月
額

二
万
円
以
内

・
高
校
専
門
学
校

三
学
年
ま
で

月
額

一
万
円
以
内

四
学
年
か
ら

月
額

二
万
円
以
内

・
高
等
学
校月

額

一
万
円
以
内

・
養
成
施
設月

額

一
万
円
以
内

・
村
長
が
認
め
る
各
種
技
術
、

技
能
養
成
機
関

月
額

一
万
円
以
内

・
医
、
歯
学
部
等

月
額

二
十
万
円
以
内

※
な
お
、
次
に
該
当
す
る
奨
学

生
に
つ
い
て
は
、
右
の
奨
学
金

貸
与
の
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
五
千

円
以
内
の
額
を
加
算
し
て
貸
与

し
ま
す
。

一
、
母
子
帯
世
ま
た
は
、
生
活

保
護
世
帯
の
奨
学
生
。

二
、
二
人
以
上
の
奨
学
生
の
い

る
世
帯
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
奨

学
生
。

▼
貸
与
の
期
間

正
規
の
修
業
期
間
と
し
ま
す
。

▼
奨
学
金
の
償
還
方
法

奨
学
金
は
、
卒
業
後
の
一
年

後
か
ら
奨
学
金
を
受
け
た
期
間

の
二
倍
の
期
間
で
償
還
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間

平
成
四
年
四
月
三
十
日
ま
で

▼
申
込
み
先

佐
井
村
教
育
委
員
会
総
務
課

昔
㈲
四
五
〇
六
・
四
五
〇
七

Ｎ Ｈ Ｋ 学 園（７）

生 涯 学 習 講 座 で ゛

学 習 を

ＮＨＫ学園では、生涯学習通信

講座冬期の受講生 を募集してい ま

す。

Ｓ・・生涯学習通信講座

教養と趣味を深めるための書道、

硬筆、俳句、短歌、囲碁など７６講

座１８８コースを開講します。

ＮＨＫ学園の生涯学習通信講座

は、１７年の歴史があり、今 までに

２００万人の方々に受講い ただいて

い ます。２千人の講師陣が添削し、

いつでも質問にお答えいたします。

▼申込み受付

平成４年１月３１囗まで

▼問い合せ

案内書（無料）をご希望の方は、

〒１６８－０１東京都国立市富士見台

２－３６ＮＨＫ学園８Ｅ８１係宛にあ

なたの郵便番号、住所、氏名、電

話番号、および希望の講座名を八

ガキに明記して請求してください。

００４２５（７２）３１５１

夏
果
て
の
草
原
深
く
佇
め
り

コ
ス
モ
ス
の
乱
れ
揺
ぎ
し
夕
暮

に

短

歌

中
谷
サ
ッ
ヱ

高
砂
の
二
人
を
涙
に
か
す
み
見

て
宴
の
客
に
礼
を
述
べ
つ
つ

窓
の
辺
の
日
除
け
に
朝
顔
植
え

込
み
し
今
つ
る
伸
び
て
秋
の
日

欲
し
き

早
起
き
て
草
採
る
鎌
を
立
て
休

め
虫
の
音
追
う
て
耳
を
澄
ま
せ

り

川
岸
キ
ョ
子

ひ
っ
そ
り
と
野
に
あ
る
花
も
名

は
あ
り
て
小
雨
降
る
な
か
そ
れ

ぞ
れ
に
咲
く

大
坂

し
ん

朝
霧
の
出
湯
の
里
に
一
夜
し
て

湯
の
香
を
残
し
今
朝
は
発
ち
た

り湯
ホ
テ
ル
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

誤
り
て
上
下
反
対
に
笑
い
転
げ

尺
十
七
歳
）
中
島

万
吉

箪
笥
よ
り
空
気
枕
が
出
で
き
た

り
戦
後
の
船
に
妻
持
ち
し
も
の

水
泳
の
出
来
ぬ
妻
ゆ
え
忘
れ
ず

に
空
気
枕
を
持
ち
ゆ
く
船
に

雨
続
き
ト
マ
ト
の
遅
く
色
づ
け

ば
鳥
の
待
ち
い
て
食
い
し
疸
あ

り台
風
の
こ
こ
通
り
し
か
薬
研
道

青
き
落
葉
の
積
り
て
あ
れ
ば

（
北
海
道
浦
河
に
了

乗
り
し
子
は
飼
主
の
子
と
思
い

て
か
馬
の
走
り
の
加
減
し
て
見

ゆ

目
時

道
枝

白
銀
の
輪
舞
の
鵑
に
迷
い
入
り

鴉
の
一
羽
恥
ず
る
が
ご
と
し

九
ヶ
月
天
を
も
恐
れ
ず
燃
え
尽

く
す
ク
ェ
ー
ト
油
井
あ
ら
わ
な

罪
悪
史

呼
び
交
わ
し
握
り
合
う
師
の
手

ひ
さ
し
く
て
奉
祝
堤
灯
消
さ
ず

い
ま
来
ぬ

戦
終
え
自
決
の
友
の
血
こ
の
砂

利
に
消
え
し
堤
灯
い
だ
き
て
泣

き
ぬ

○
一
月
号
／
切
は
十
日
ま
で
。

新
年
祝
句
－

祝
歌
共
に
二

句
、
二
首
。
そ
の
他
は
自
由
、

作
品
数
を
制
限
し
な
い
。

○
原
稿
は
正
し
く
楷
書
で
。
同

じ
も
の
を
二
枚
。
封
筒
の
、

返
稿
用
に
宛
名
と
切
手
を
。



保 健 婦 だより

お酒と上手に

つきあう法

キーワードは
「適 量 」

東
京
ド
ー
ム
七

二

幵
分
。
匸
の
膨
大
な
数
字
は
旦
令
△
が
昨

年
一
年
間
口
飲
み
干
し
↑に
フ
ル
囗
ｊ
ル
類
①
量
で
す
。
日
本
人
の

酒
①
消
費
量
は
四
年
連
続
史
上
百

代
記
録
を
更
新
し
て
い
ま
す
。

さ
て
今
年
白
酒
①
消
齊
が
ビ
ー
ク
ロ
な
る
年
末
と
新
年
を
迎
几
る

時
期
と
な
つ
ま
し
↑こ
。

じ
よ
①
口
本
で
は
世
界
中
①
う
ま
い
酒
が
飲
め
ま
す
。
と
は
い

つ
て
白
度
を
過
ぎ
拉
ば
、
①
は
不
愉
快
な
二
日
酔
、
大
は
忌
ま
わ

し
い
肝
硬
変
、
慢
性
中
言
と
悲
劇
四
玉
と
口
な
つ
ま
ず
。
し
か
し

酒
飲
み
口
飲
み
過
回

①
害
を
説
い
て
も
、
た
い
て
い
は
聞
く
耳
を

も
ち
ま
甘
ん
。

頭
万
ス
ッ
キ
リ
し
て
い
る
と
き
口
、
お
酒
の
抖
学
的
知
識
の
い

く
ば
く
力
万
七
読
ん
で
お
け
ば
、
知
ら
ず
知
ら
ず
上
手
な
飲
み
方

口
気
を
配
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
少
し
で
も
生
ま
匸
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

ｍ

気
分
は
爽
快
、
ほ
ろ
酔
い
酒

の
効
用

昼
間
の
き
ま
ず
い
上
司
（
あ

る
い
は
部
下
）
と
の
や
り
と
り
、

ち
ょ
っ
と
し
た
感
情
の
い
き
違

い
か
ら
ぎ
こ
ち
な
く
な
っ
た
同

僚
と
の
間
、
仕
事

が
う
ま
く
い

か
な
く
な
っ
た
同
僚
と
の
間
、

仕
事
が
う
ま
く
い
か
な
く
て
ム

シ
ャ
ク
シ
ャ
し
た
気
持
ち
な
ど

そ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
嫌
な
思

い
が
、
ビ
ー
ル
で
乾
杯
し
、
盃

を
く
み
か
わ
す
う
ち
に
ほ
ぐ
れ

て
き
ま
す
。
昼
間
悩
ん
だ
こ
と

が
、
案
外
く
だ
ら
な
い
こ
と
に

思
え
ま
す
。
渋
面
、
仏
頂
面
が

ほ
お
の
筋
肉
が
緩
み
始
め
、
笑

顔
が
生
ま
れ
る
、
小
さ
い
声
が

大
き
く
な
り
、
気
分
爽
快
に
な

っ
て
く
る
。
さ
あ
、
明
日
も
頑

張
ら
な
く
っ
ち
や
…
…
と
気
分

を
持
ち
直
す
。
ま
こ
と
に
お
酒

の
効
用
は
大
き
い
で
す
。

医
学
的
に
も
、
そ
う
い
う
酔

い
の
状
態
を
「
爽
快
期
」
と
名

づ
け
て
い
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル

の
血
中
濃
度
が
○
・
○
二
～
○

・
○
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
段
階
を

い
い
ま
す
。
（
表
占

酒
量
に
す
れ
ば
、
日
本
酒
な

ら
一
合
程
度
ま
で
、
ビ
ー
ル
な

ら
大
一
本
ま
で
、
ウ
イ
ス
キ
ー

な
ら
シ
ン
グ
ル
ニ
杯
ぐ
ら
い
ま

で
で
す
。
判
断
力
は
や
や
鈍
る

が
、
気
分
は
さ
わ
や
か
で
す
。

お
酒
と
い
う
も
の
は
あ
り
か

た
い
も
の
だ
と
、
本
当
に
う
れ

し
く
も
あ
り
、
楽
し
く
も
感
じ

る
が
こ
の
「
爽
快
期
」
で
す
。

次
の
「
ほ
ろ
酔
い
初
期
」
と

は
、
血
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
が

○
・
○
五
～
〇
・
一
パ
ー
セ
ン

ト
の
状
態
で

（表１）酔い加減は血中アルコール濃度で決まる

高木敏「急性アルコール中毒とアルコール離脱症候群の治療」から

＜「日本医師会雑誌ｊ Ｖｏｌ．９９Ｎｏ．７（昭和６３年４月１日）所収＞

手
羅 し

場所 役場・健康相談室

電話で の健康相談 も受 付し ますの

で、 お気 軽にご利 用ください。

１０日㈹ 老 人精神保健講習会 （ボヶ

予 防）

時 間 午後１時～３時

場所 アルザ ス・ＰＲ広場

講師 むっ総合病 院精神神経科医

師

１３日（金） リハビリ教室

時 間 午前１０時～午後２時

場所 アルザス しおさいホール

１６日（月） 一歳半・２歳児健診及び乳

児健診

対 象

一 歳半児 ：平 成２年４月～６月生

二 歳 児：平 成元年１０月～１２月生

乳 児 ：平 成３年８月生

平 成３年５月生

時 間 午後１２時３０分受 付

場所 役場 和室



①
日
本
酒
な
ら
二
合
ま
で

②
ビ
ー
ル
な
ら
大
二
本
ま
で

③
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ら
ジ
ン
ク

ル
五
杯
ま
で

と
い
う
の
が
、
大
体
の
目
安
で

す
。ふ

だ
ん
物
静
か
な
紳
士
も
、

こ
の
頃
に
な
る
と
「
君
の
あ
の

時
は
…
…
」
な
ど
と
相
手
を
指

さ
し
た
り
、
「
ま
あ
、
一
杯
」

と
か
お
酌
し
た
り
、
ほ
お
を
意

味
な
く
パ
チ
ン
パ
チ
ン
と
ひ
っ

ぱ
た
き
、
手
の
動
き
が
活
発
に

な
り

ま
す
。
「

や
あ
、
あ
り

が

と
う
」
と
か
な
ん
と
か
い
い
な

が
ら
握
手
し
よ
う
と
し
た
り
、

セ
ク
（

ラ
す
れ
す
れ
の
こ
と
も

や
り
か
ね
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ま

あ
ま
あ
、
乱
れ
る
と
い
う
ほ
ど

の
こ
と
は
な

い
の

が
、
「
ほ
ろ

酔
い
初
期
」
の
状
態
な
の
で
す
。

つ
ま
り
結
論
か
ら
い
え
ば
、

こ
の
程
度
の
酔
い
加
減
で
や
め

て
お
け
ば
理
想
と
い
う
わ
け
で

す
。

図
「
百
薬
の
長
」
を
生
か
す
道

適
度
な
飲
酒
は
、
動
脈
硬
化

の
予
防
に
な
り
ま
す
。

動
脈
硬
化
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
が
血
管
の
内
側
に
付
着
し

て
血
管

が
狭
く
な
る
こ
と
が
直

接
の
原
因
で
、
付
着
し
や
す
い

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
悪
玉
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
と
呼
び
ま
す
。
そ

れ
と
対
照
的
に
善
玉
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、

悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

を
血
管
壁
か
ら
は
ぎ
と

っ
て
し
ま
い
、
付
着
し

に
く
く
な
り
、
動
脈
硬

化
を
起
こ
し
に
く
く
さ

せ
ま
す
。

お
酒

が
動
脈
硬
化
を

予
防
す
る
と
い
う
の
は
、

こ
の
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
を
増
や
す
か
ら
で

す
。な

に
し
ろ
動
脈
硬
化

は
、
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
、
脳

血
栓
や
脳
硬
塞
、
大
動
脈
瘤
と

い
っ
た
代
表
的
な
現
代
病
の
発

生
原
因
の
も
と
に
な
る
も
の
で

す
。
し
か
も
、
一
度
こ
れ
に
か

か
っ
た
ら
、
根
本
的
な
治
癒
は

な
か
な
か
困
難
と
い
う
も
の
ば

か
り
で
す
。

酒
は
百
薬
の
長
と
は
昔
か
ら

よ
く
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
昔

の
人
も
そ
れ
な
り
に
、
そ
の
効

用
に
気
づ
い
て
い
た
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

も
っ
と
も
、
注
意
す
べ
き
こ

と
と
し
て
、
あ
く
ま
で
も
「
適

度
な
飲
酒
」
に
限
り
、
こ
う
い

う
好
ま
し
い
効
用
が
期
待
で
き

る
と
い
う
こ
と
を
お
忘
れ
な
く
。

で
は
、
適
度
な
飲
酒
と
は
ど

の
程
度
か
？

「
一
日
一
単
位
が
限
度
」
と

強
く
忠
告
し
て
い
ま
す
。

一
単
位
と
は
、
２０
～
２５

グ
ラ

ム
の
ア
ル
コ
ー
ル
で
す
。
お
酒

に
換
算
す
る
と
、

○
日
本
酒
な
ら
一
合

○
ビ
ー
ル
な
ら
大
一
本

○

ウ
イ
ス
キ
ー
な
ら
ダ
ブ
ル
一
杯

○
焼
酎
お
湯
割
り
な
ら
一
杯

程
度
に
含
ま
れ
る
の
が

匸

単
位
」
で
す
。

「
適
度
の
飲
酒
」
「
少
量
の

飲
酒
」

が
、
寿
命
を
の
ば
す
と

い
う
研
究
報
告
も
あ
り
ま
す
。

Ｕ
字
死
亡
率
曲
線
と
呼
ば
れ
る

も
の
で
す
。

こ
の
死
亡
曲
線
は
、
一
日
に

飲
む
量
が
「
少
量
」
の
人
は
、

全
然
飲
ま
な
い
人
よ
り
死
亡
率

が
低
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
「
中
量
」
「
大
量
」
と

量
が
増
え
る
に
つ
れ
て
死
亡
率

は
上

が
っ
て

い
き
、
「
大
量
」

飲
酒
は
も
ち

ろ
ん
全
然
飲
ま
な

い
人
よ
り
寿
命
が
短
か
い
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。
（
表
２
）

特
に
、
動
脈
硬
化
が
原
因
で

虚
血
心
疾
患
（
狭
心
症
や
心
筋

梗
塞
）
に
よ
る
死
亡

率
は
、「
少

量
」

つ
ま
り
「
適
度
な
飲
酒
」

の
人
が
最
も
低

い
こ
と
が
、
わ

か
り
ま
し
た
。

Ｕ
字
曲
線
は
、
日
本
で
の
調

査
で
も
確
か
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

世
界
共
通
の
傾
向
と
い
友

る
も

の
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
お

酒
は
全
然
飲
ま
な
い
よ
り
は
少

し
は
飲
ん
だ
ほ
う
が
よ
い
と
い

う
わ
け
で
す
。
心
身
の
ス
ト
レ

ス
が
と
れ
て
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

き
る
こ
と
が
、
動
脈
硬
化
の
予

防
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
飲
み
過
ぎ
る
と
血
小

板
が
固
ま
り
や
す
く
な
っ
て
、

心
臓
や
脳
の
動
脈
が
つ
ま
り
や

す
く
な
る
の
で
す
。

固
「
休
肝
日
」
の
必
要
な
わ
け

こ
う
な
る
と
、
お
酒
は
よ
い

こ
と
づ
く
め
の
よ
う
で
す
が
、

惰
性
で
飲
ん
で
い
る
と
「
や
っ

か
い
も
の
」
に
な
り
ま
す
。
度

が
過
ぎ
れ
ば
、
手
が
っ
け
ら
れ

な
い
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
な
ど

は
別
と
し
て
も
、
ふ
つ
う
の
酒

飲
み
が
特
に
心
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
が
、
肝
臓
へ
の
悪
影

響
で
す
。
特
に
脂
肪
肝
に
気
を

つ
け
て
下
さ
い
。
脂
肪
肝
は
、

肝
臓
に
余
分
な
脂
肪
が
蓄
積
さ

れ
て
い
て
、
正
常
な
脂
肪
の
量

は
肝
臓
全
体
の
４
％
、
１０
％
を

超
え
る
と
脂
肪
肝
と
な
り
ま
す
。

１０
％
以
上
の
脂
肪
肝
と
い
う

と
、
お
酒
の
量
で
示
し
て
み
る

○
一
升
酒
を
二
日
続
け
る

○
七
～
八
合
を
一
週
間
続
け

○
チ
ュ
ー
（

イ
の
一
気
飲
み

を
二
～
三
日
続
け
る

（表２）少量の飲酒は死亡率がもっとも低い



と
い
う
程
度
で
脂
肪
肝
に
至
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
ア
ル
コ
ー
ル

十
単
位
な
ら
連
続
二
日
、
七
単

位
な
ら
連
続
七
日
…
…
と
い
う

ぐ
あ
い
で
す
。
宴
会
続
き
の
多

い
年
末
年
始
な
ら
、
気
を
つ
け

て
い
て
も
ア
ッ
と
い
う
間
に
そ

の
程
度
の
酒
量
に
達
す
る
人
が

多
い
で
す
。

「
一
日
ま
る
ま
る
お
酒
を
飲

ま
な
い
日
を
で
き
る
だ
け
多
く

つ
く

る
こ
と
に
隕
り

ま
す
。」

一
日
ま
っ
た
く
飲
ま
な
い
だ
け

で
肝
臓
の
脂
肪

の
量
は
目
立
っ

て
減

る
の
で
す
。
そ
れ
ぐ
ら
い

効
果

が
あ
り
、
だ
か
ら
、
最
低

週
二
回
の
休
肝
日
を
勧
め
て
い

ま
す
。

脂
肪
肝
そ
の
も
の
は
無
症
状

で
、
ま
だ
肝
臓
そ
の
も
の
は
耐

え
て
い
て
、
め
っ
た
な
こ
と
で

は
ネ
を
あ
げ
ま
せ
ん
。

そ
れ
を
い
い
こ
と
に
、
休
肝

日
も
つ
く
ら
ず
、
勝
手
気
ま
ま

に
飲
酒
を
続
け
て

い
る
と
、
や

が
て
は
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
炎
や

慢
性
肝
炎
、
さ
ら
に
は
肝
硬
変

に
至

る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て

い
ま
す
。

休
肝
日
は
、
つ
い
に
は
死
に

至
る
肝
臓
病
の
予
防
だ
け
を
目

指
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
度

を
過
ぎ
た
お
酒
は
、
肝
臓
が
や

ら
れ
る
前
に
、
す
い
臓
と
か
脳

な
ど
を
局
所
攻
撃
す
る
。
そ
れ

を
お
酒
の
せ
い
と
考
え
る
人
は

案
外
少
な
い
で
す
。

「
酒
を
飲
ま
な
い
日
は
、
す

べ
て
の
臓
器
、
神
経
、
筋
肉
が

そ
の
被
害
か
ら
免
れ
る
わ
け
で

思
っ
て
い
る
以
上
に
効
果
が
大

き
い
」
と
い
う
指
摘
は
、
奸
む

と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず

酒
量
が
増
え
が
ち
な
年
末
年
始

の
シ
ー
ズ
ン
こ
そ
、
肝
に
銘
じ

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

休
肝
日
を
、
と
き
に
は
連
続

二
日
と
み
る
こ
と
で
す
。
た
と

え
ば
土
曜
、
日
曜
に
、
た
と
え

ビ
ー
ル
一
杯
と
い
え
ど
も
口
に

し
な
い
の
で
す
。
そ
の
と
き
、

二
日
目
あ
た
り
に
、

①
運
動
も
し
な
い
の
に
汗
が

で
る

②
気
持
ち
が
イ
ラ
イ
ラ
し
て

な
ん
と
な
く
落
ち
着
か
な
い

③
床
に
入
っ
て
も
安
眠
で
き

な
い

な
ど
の
症
状
が
で
な
い
か
ど
う

か
。
そ
こ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
何

も
な
け
れ
ば
万
事
め
で
た
し
。

し
か
し
、
上
記
の
症
状
が
酒
を

飲
む
と
ピ
タ
リ
と
止
ま
る
よ
う

な
ら
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
が

相
当
進
ん
で
い
る
と
考
え
ま
し

園
わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
酒
に
弱

日
本
人
は
、
世
界
の
民
族
の

な
か
で
も
酒
に
弱
い
部
類
に
属

し
て
い
ま
す
。

酒
に
弱
い
と
は
ど
う
い
う
こ

と
で
し
よ
つヽ
。

そ
れ
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
最

終
的
に
解
毒
し
て
し
ま
う
ア
セ

ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
脱
水
素
酵
素
が

少
な
い
か
、
ま
っ
た
く
な
い
体

質
に
生
ま
れ
つ
い
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

化
学
の
授
業
で
は
な
い
が
、

ア
ル
コ
ー
ル
が
分
解
さ
れ
る
と

ま
ず
最
初
に
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ

ド
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
有
害

物
質
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
よ
り
毒

性
が
強
い
で
す
。
自
律
神
経
を

剌
激
し
、
末
梢
神
経
を
拡
張
す

る
。
顔
が
赤
く
な
る
、
頭
が
痛

く
な
る
、
は
き
け
が
す
る
、
脈

が
速
く
な
る
…
…
と
い
っ
た
不

快
感
の
も
と
が
ア
セ
ト
ア
ル
デ

健

康

情

報

⑥

「
歩
行
と
健
康
を
考
え
る
」

国
歩
行
は
最
良
の
薬
？

「
医
学
の
父
」
と
呼

ば
れ
る

ヒ

ポ
ラ
テ
ス
は
、
「
歩
行
は
人

間
の
最
良
の
薬
で
あ
る
」

と
言

っ
て
、
歩
行
の
予
防
医
学
的
価

値
を
説
い
て
い
ま
す
。

図
歩
く
人
ほ
ど
長
生
き
す
る

２５
～

７４
歳
の
（

Ｉ

バ
ー
ド
大

学
卒
業
生
１
万

６
。
９３６
人
を
対
象
と

し
て
実
施
さ
れ
た
、
身
体
活
動

と
死
亡
率
と
の
関
係
に
つ
い
て

の
調
査
報
告
に
よ
る
と
、
１
週

間
に
約
１５
㎞
以
上
歩
く
人
は
、

約
５
にｍ
以
下
し
か
歩
か
な
い
人

に
比

べ
て
、
死
の
危
険
性
が
２１

％

も
減
少
し
て

い
ま
し
た
。

固
毎
日

４
。
０００
～
刈
歩
し
か
歩
か
な

い
現
代
人

歩
く
習
慣
は
、
最
近
ま
で
は

私
た
ち
の
生
活
の
基
本
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
産
業
革
命
以
後
の

技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
私
た

ち
の
生
活
か
ら
「
歩
く
」
と
い

う
こ
と
が
、
ど
ん
ど
ん
少
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

圉
１
日
１
万
歩
の
歩
行
で
運
動

不
足
が
解
消
で
き
る

一
般
的
に
歩
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
余
分
に
消
費
す
る
干
不
ル

ギ

ー
は
普

通

の
速
度

（
時
速

４
にｍ
）
で
１
广
㎞
歩
い
た
と
き
、

体
重
１
㈹
当

た
り

０
．
５
Ｕ
と
い
わ

れ
て

い
ま
す
。

固
呼
吸
循
環
機
能
を
高
め
る

歩
行
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
と

比

べ
る
と
軽
い
運
動
で
す
が
、

呼
吸
循
環
機
能
を
十
分
に
た
か

め
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
歩

行
速
度
を
毎
分
１２０
ｍ

ま
で
速
く

し
た
と
き
の
酸
素
摂
取
量
と
肺

換
気
量
は
、
安
静
時
の
７
～
８

倍
に
ま
で
増
加
す

る
と
い
う
報

告
が
あ
り
ま
す
。

圄
特
に
中
高
年
の
体
力
向
上
に

効
果
的

１
回
５
分
間
程
度
の
歩
行
ト

レ
ー
ニ
ン

グ
で
も
、
歩
く
速
度

が
十
分
確
保
さ
れ
れ
ば
特
に
中

高
年
の
体
力
、
運
動
能
力

（
持

久
力
）

の
向
上
に
有
効
で
あ
る

こ
と
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

団
肥
満
の
予
防
と
改
善
に
も
最

適食
事
療
法
に
失
敗
し
た
肥
満

女
性

］１１
人
を
対
象
と
し
、
体
重

に
及

ぼ
す
歩
行
の
影
響
を
み
た

調
査
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
調
査

で
は
、
食
事
制
限
を
す
る
こ
と

な
し
に
、
１
年
以
上
に
わ
た
っ

て
歩
行
を
実
施
さ
せ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
１
日
３０
分
以
上
歩

い
て
い
た
人
で
は
、
明
ら
か
に

体
重
の
減
少
が
み
ら
れ
、
一
方

１
日
３０
分
以
下
し
か
歩
か
な
か



ヒ
ド
の
作
用
で
す
。

大
ざ
っ
ぱ
に
い
え

ば
、
日
本

人
の
二
人
に
一
人
は
コ
ッ
プ
一

杯
の
ビ
ー
ル
、
お
ち
ょ
こ
一
杯

の
お
酒
で
も
顔
を
赤
く
し
、
苦

し
い
思
い
を
す
る
は
ず
で
す
。

ち
ょ
っ
と
飮
ん
だ
だ
け
で
、
顔

を
赤
く
そ
め
る
人
は
案
外
多

い

の
で
は
な
い
か
。
そ
う
い
う
人

を
フ
ラ
ッ
シ
ャ
ー
と
呼
び
ま
す
。

写
真
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
の
よ
う
に

瞬
間
に
赤
く
な
る
こ
と
で
、
こ

の
フ
ラ
ッ
シ
ャ
ー
タ
イ
プ
が
多

い
と
い
う
の
が
、
日
本
人
の
特

性
で
す
。

わ
れ
わ
れ
日
本
人

の
二
人
に

一
人
く
ら
い
は
酒
に
弱
い
フ
ラ

ノ

ジ
ャ
ー
タ
イ
プ
な
の
に
、
若

い
と
き
に
そ
れ
を
我
慢
し
て
、

不
快
感
に
慣
れ
、
見

か
け
上
酒

に
強
く
な
っ
た
と
い
う
タ
イ

プ

の
人
が
多
い
の
で
す
。
で
も
体

に
と
っ
て
よ
く
な
い
の
で

ご
注

意
。も

う
一
つ
、
基
本
的
に
覚
え

て
ほ
し
い
こ
と
と
し
て
、
ア
ル

コ
ー
ル
を
分
解
す
る
速
度
は
ど

ん
な
お
酒
で
も
大
体
同
じ
で
、

し
か
も
そ
の
速
度
を
調
整
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
つ
ま
り

一
時
間
に
７

グ
ラ
ム
し
か
分
解

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
「
爽
快
期
」

を
楽

し
む
た
め
の
、
お
酒
一
合
、
ビ

ー
ル
犬
一
本
、
ウ
イ
ス
キ
ー
、

シ
ン
グ
ル
ニ
杯
の
各
々
に
含
ま

れ
る
ア
ル
コ
ー
ル
が
２０
～
２５

グ

ラ
ム
（
一
単
位
）
と
す
る
と
、

７

グ
ラ
ム
の
３
倍
程
度
に
あ
た

る
か
ら
、
酔
い
が
完
全
に
さ
め

る
ま
で
三
時
間
は
必
要
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
ほ
ろ
酔

い
初
期
」

は
、
ア
ル

コ
ー
ル
量
は
ほ

ぼ
二
単
位
相
当

だ
か
ら
、
６
時
間
必
要
と
い
う

こ
と
で
す
。
酔
い
の
第
三
段
階

と
も
い
え
る「
ほ
ろ
酔

い
極
期
」

に
な
る
と
、
三
単
位
の
ア
ル
コ

ー
ル
量
が
入
っ
た
状
態
で
、
完

全
に
酔
眼
が
と
れ
る
の
に
９
時

間
か
か
り
ま
す
。

酒
に
ひ
ど
く
酔
っ
て
帰
宅
し

て
奥
さ
ん
に
皮
肉
の
一
つ
も
い

わ
れ
る
段
階
は
、
十
単
位
も
入

っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
す
。

頭
も
胃
も
ス
ッ
キ
リ
す
る
ま
で

１５
～
１６
時
間
は
か
か
る
計
算
で

す
。
二
日
酔
い
の
状
態
が
翌
日

の
昼
す
ぎ
ま
で
続
く
こ
と
は
確

実
で
す
。

固
年
末
年
始
、
上
手
な
酒
の
飲

み
方

お
酒
ほ
ど
上
手
に
あ
つ
か
う

か
ど
う
か
で
、
影
響
の
違
い
が

（

。
キ
リ
出
て
く
る
例
も
珍
し

い
で
す
。

「
上
手
な
飲
み
方
」
を
列
挙

し
、
機
会
の
多
い
こ
と
か
ら
の

シ
ー
ズ
ン
に
は
必
ず
役
に
立
ち

ま
す
。

※
食
べ
な
が
ら
飲
む

ア
ル
コ
ー
ル
の
吸
収
を
遅
ら

せ
、
ア
ル
コ
ー
ル
が
直
接
、

胃
壁
を
刺
激
す
る
度
合
も
小

さ
く
な
る
。
胃
壁
へ
の
直
接

刺
激
は
、
胃
酸
分
泌
を
増
し

胃
壁
を
く
ず
す
。

※
十
二
時
ま
で
に
お
開
き
に
す

シ
ン
デ
レ
ラ

ー
タ
イ
ム
と
も

い
う
。
こ
れ
を
守
れ
ば
絶
対

に
二
日
酔
い
に
な
ら
な
い

※
二
日
酔
い
の
特
効
薬
は
な
い

と
心
得
え
よ
う

こ
れ
は
体
験
的
に
み
な
さ
ん

ご
存
知
の
は
ず
。

迎
え
酒
は
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
の
は
じ
ま
り
。

後
悔
、
自
責
の
念
を
持
ち
、

二
度
と
失
敗
し
な
い
と
誓
う

の
が
一
番
。

※
足
の
ふ
ら
つ
く
人
は
、
家
ま

で
送
り
届
け
よ
う

救
急
車
で
か
つ
ぎ
こ
ま
れ
る

外
傷
忠
者
の
三
分
の
一
は
酩

酊
者
だ
。
転
落
事
故
、
交
通

事
故
が
大
半
だ
。

※
明
る
い
飲
酒
は
悪
酔
い
し
な

い宴
会
で
は
黙
々
と
し
て
盃
を

重
ね
る
の
は
深
酒
・
悪
酔
い

の
も
と
。

つ
た
人
は
、
そ
う
し
た
効
果
が

み
ら
れ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

肥
満
の
予
防
や
改
善
の
た
め
に

は
、
少
な
く
と
も
１
日
３０
分
以

上
歩
く
こ
と
が
必
要
だ
と
い
え

ま
す
。

圄
高
血
圧
を
予
防
す
る
効
果
も

あ
る

歩
行
は
、
血
圧
を
低
下
さ
せ

る
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

歩
行
を
は
じ
め
と
す
る
全
身
的

な
持
久
的
運
動
は
、
脂
質
代
謝

を
高
め
、
体
脂
肪
を
減
ら
し
ま

す
。
体
重
が
減
る
こ
と
で
、
軽

い
高
血
圧
の
人
で
は
、
血
圧
が

下
が
る
傾
向
を
示
し
ま
す
。

圄
心
臓
病
の
予
防

バ
ス
会
社
の
運
転
手
と
バ
ス

ガ
イ
ド
、
郵
便
局
の
事
務
員
と

郵
便
配
達
員
の
う
ち
、
ど
の
職

種
の
人
が
心
臓
病
に
か
か
り
や

す
い
か
を
調
べ
た
報
告
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
運
転

手
や
事
務
員
は
、
バ
ス
ガ
イ
ド

や
郵
便
配
達
員
の
よ
う
に
身
体

活
動
の
活
発
な
仕
事
に
従
事
し

て
い
る
人
に
比
べ
、
心
臓
病
に

か
か
る
率
も
、
心
臓
病
で
死
亡

す
る
率
も
高
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

順
歩
き
方
の
コ
ツ

●
目
標
は
１
日
１
万
歩
。
で
も

最
初
は
２０
分
か
ら
始
め
る

●
ス
ピ
ー
ド
は
ふ
だ
ん
の
５
割

増
し
く
ら
い
に

●
呼
吸
は
「
す
う
」「
す
う
≒

は

く
」
「
は
く
」

●
体
調
の
悪
い
日
は
ム
リ
し
な

い
●
水
分
補
給
は
し
っ
か
り
と

●
準
備
体
操
、
整
理
体
操
も
忘

れ
ず
に

●
顔
は
目
の
高
さ
よ
り
、
少
し

上
を
見
る
く
ら
い
上
げ
る

●
肩
、
ひ
じ
の
力
を
抜
き
、
腕

は
自
然
に
振
る

●
重
心
は
腰
に
置
き
、
上
体
を

揺
ら
さ
な
い
。
ヘ
ソ
を
前
に

出
す
よ
う
な
気
持
で
歩
く

●
ブ
ラ
ブ
ラ
歩
き
で
は
運
動
の

効
果
が
な
い
。
ひ
た
い
に
、

う
っ
す
ら
汗
が
に
じ
む
程
度

の
ス
ピ
ー
ド
で

●
歩
調
は
い
つ
も
よ
り
犬
ま
た

ぎ
み
。
ひ
ざ
を
伸
ば
し
て
、

か
か
と
が
ら
着
地
さ
せ
、
つ

ま
先
で
け
る

●
背
筋
を
の
ば
し
、
胸
を
張
っ

て
堂
々
と
歩
く



国
保
の
し
お
り

歯

科

診

療

通
常
の
歯
の
治
療
は
す
べ
て

保
険
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
が
、

病
気
と
は
認
め
ら
れ
な
い
歯
の

健
康
診
断
・
予
防
措
置
・
歯
列

矯
正
や
、
特
殊
な
使
用
材
料
・

治
療
法
な
ど
の
場
合
は
保
険
が

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
自
由
診

療
と
な
り
ま
す
。

保
険
証
を
提
出
し
て
治
療
を

受
け
る
場
合
に
は
保
険
診
療
が

優
先
さ
れ
ま
す
が
、
と
く
に
医

学
的
立
場
か
ら
治
療
法
等
に
つ

い
て
説
明
が
あ
る
場
合
に
は
、

そ
の
特
色
や
費
用
に
つ
い
て
歯

科
医
と
十
分
相
談
し
、
保
険
診

療
か
自
由
診
療
か
を
決
め
た
ほ

う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
前
歯
に
つ
い
て
は
、

鋳
造
歯
冠
修
復
ま
た
は
歯
冠
継

続
歯
に
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い

金
合
金
・
白
金
加
金
の
使
用
を

希
望
す
る
場
合
、
保
険
の
使
用

材
料
と
の
材
料
差
額
を
自
己
負

担
す
れ
ば
、
ほ
か
は
保
険
診
療

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

○ 老人保健法の改正内容について

老人のみなさんが医療機関の窓口で支払う一部負担金

が、平成４年１月１日から次のように改正になります。

た だし、低所得 者の入院 につい ては１日３００円 （２か月

限度、その後無料）を現行通 り据 え置き。

また、平 成 ７年度 から、一部 負担 金の額 について は、

消費 者物価 の変動率 に応じ て改 正 するこ とになってい ま

す。

出

稼

ぎ

現

地

の

み

な

さ

ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
は
な
拉
で
仕
事
匸
励
ん
で
七
弓
拉
る
み
な
さ

ん
、
現
地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

士

居
匚
入
つ
、
帰
ら
れ
る
日
か
近
く
息
づ
ま
し
た
が
、
匸
の

時
期
は
毎
年
、
事
故
万
多
発
し
て
い
ま
す
。

健
康
と
安
全
匸
は
十
分
気
を
つ
け
て
、
家
族
①
待
つ
故
郷
へ
お

帰
り
く
だ
さ
い
。

現
地
匸
①
情
報
、
お
便
り
、写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▲

季

節

労

働

者

職

場

訪

問

▼

毎
年
実
施
し
て
い
る
季
節
労

働
者
職
場
訪
問
を
、
村
長
、
出

稼
対
策
協
議
会
委
員
、
担
当
者

で
十
一
月
の
五
日
聞
、
季
節
労

働
者
の
実
態
を
見
聞
調
査
し
、

慰
問
激
励
す
る
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

九
月
末
現
在
の
季
節
労
働
者

数
は
二
百
七
十
四
名
、
事
業
所

は
百
二
十
ヶ
所
に
及
ん
で
い
る

た
め
、
毎
年
五
～
六
事
業
所
の

訪
問
で
は
回
り
切
れ
な
い
の
が

実
態
で
す
。
今
回
は
東
京
都
を

中
心
に
群
馬
県
、
千
葉
県
、
神

奈
川
県
を
訪
問
し
ま
し
た
。

最
近
は
、
特
に
労
務
不
足
が

深
刻
化
し
、
宿
舎
等
は
、
冷
暖

房
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
付

き
と

い
う
待
遇
の
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。各

職
場
の
責
任
者
の
方
々
も

心
遣
い
は
十
分
に
な
さ
れ
、
働

い
て
い
る
人
に
は
、
多
く
の
技

能
、
技
術
（
資
格
）
を
取
得
す

る
体
制
を
と
り
、
ど
の
会
社
で

も
安
全
対
策
や
健
康
管
理
に
は
、

特
に
気
を
配
っ
て
い
る
よ
う
な

の
で
安
心
し
て
帰
省
し
ま
し
た
。

家
族
の
み
な
さ
ん
も
安
心
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
労
働
者
の

み
な
さ
ん
も
健
康
に
は
く
れ
ぐ

れ
も
気
を
つ
け
て
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。



全
国
地
区
衛
生
組
識
連
合
会

会

長

表

彰

を

受

賞

し

て

佐
井
村
保
健
協
力
会

会
長

島

野

房

子

十
月
十
六
日
、
栃
木
県
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
全

国
各
地
か
ら
保
健
衛
生
に
携
わ

る
関
係
各
機
関
並
び
に
団
体
や

個
人
三
千
名
余
り
が
出
席
し
、

第
二
十
四
回
全
国
保
健
衛
生
大

会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

厚
生
大
臣
、
栃
木
県
知
事
ら

来
賓
あ
い
さ
つ
の
後
、
保
健
衛

生
事
業
に
功
労

の
あ
っ
た
団
体

及
び
個
人
に
対
す
る
表
彰
式
典

が
あ
り
、
そ
の
中
の
地
区
衛
生

組
織
活
動
功
労
者
団
体
の
部
で
、

佐
井
村
保
健
協
力
会
が
、
長
年

に
わ
た
り
地
域
住
民
と
行
政
と

の
パ
イ

プ
役
と
し
て
、
成
人
病

予
防
、
母
子
保
健
事
業
等
の
保

健
衛
生
事
業
へ
の
協
力
及
び
啓

蒙
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
、

公
衆
衛
生
の
向
上
に
寄
与
し
た

と
い
う
理
由
で
、
全
国
地
区
衛

生
組
織
連
合
会
会
長
表
彰
を
受

賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
村
民
は
じ

め
各
関
係
者
の
皆
様
方
の
ご
指

導
、
ご
協
力
の
賜
と
深
く
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

健
康
は
自
分
が
自
分
に
与
え

る
最
高
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
と
い

い
ま
す
。
誰
で
も
こ
れ
か
ら
の

生
涯
、
健
や
か
に
老
い
た
い
と

願
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

村
民
の
み
な
さ
ん
、
自
分
の

健
康
を
自
分
で
守
る
た
め
、
健

診
は
必
ず
受
診
し
、
心
身
と
も

に
心
豊
か
な
住
み
よ
い
村
づ
く

り
を
し
ま
し
ょ
う
。

・ＩＳ医 療 費 の 状 況ＳＩ・

〔８月診療分〕
（単位・円）

国保（若人分） 加入者数１，９１７人

区 分 件数 日数 医 療 費 一件当医療費 一人当医療費

人 院 １８ ３７８ ６，４０５，８９０ ３５５，８８３ ３，３４２

人 院 外 ７９７１，４９５１０，２１６，３９０ １２，８１９ ５，３２９

歯 科 １６８ ３７９ １，９８４，９６０ １１，８１５ １，０３５

薬剤の支給 ７１ ９４回 ５４６，７２０ ７，７００ ２８５

計 １，０５４２，３４６１９，１５３，９６０ １８，１７３ ９，９９２

退職者医療 加入者数 ６１人

区 分 件数 日数 医 療 費 一件当医療費 一人当医療費

人 院 １ ３１ ３９６，８２０ ３９６，８２０ ６，５０５

人 院 外 ２９ ６３ ４８３，１３０ １６，６６０ ７，９２０

歯 科 ５ １４ ７７，３８０ １５，４７６ １，２６９

薬剤の支給 ３ ５回 ９，６４０ ３，２１３ １５８

計 ３８ １１３ ９６６，９７０ ２５，４４７ １５，８５２

老人医療 加入者数 ４５５人

区 分 件数 日数 医 療 費 一件当医療費 一人当医療費

入 院 ‾２１ ４３４ ７，１２８，２３０ ３３９，４４０ １５，６６６

人 院 外 ４４０１，１０７ ９，６７０，８８０ ２１，９７９ ２１，２５５

歯 科 ２２ ４６ ３３７，５７０ １５，３４４ ７４２

薬剤の支給 豺 ６７回 ５９９，０８０ １３，６１５ １，３１７

施設療養費 ２ ６１ ４５３，５４０ ２２６，７７０ ９９７

計 ５２９１，７１５１８，１８９，３００ ３４，３８４ ３９，９７６

「
今
回
の
訪
問
先
」

・
群
馬
県
藪
塚
本
町

グ
ン
シ
ン
建
設
㈱

就労者 金谷英彦、竹内健一、大畑義秋、

加藤義一

・
千
葉
県
四
街
道
市

㈲
竹
之
内
鉄
筋

就労者 池田定一、洋二

・
千
葉
県
成
田
市

㈱
ト
ー
オ
ウ

就労者 川原道孝、山本信夫、田名部龍之輔、

滝川三男、松本一義、小林宏三、

山本春美、木部歳信、三戸 実

・
神
奈
川
県
綾
瀬
市

㈱
相
模
推
進

就労者 大石 勲、大石正義、木下秀吉、

大石輝彦、大石光仁、大坂 亨

失 業 認 定 の 日 程 決 ま る

失業給付の受給資格者の冬期

間における失業認定日が決まり

ましたのでお知らせします。

尚、むつ公共職業安定所の年

末年始の受付事務は、１２月２７日

まで、明年は１月６日から受付

します。

町村取次認定日表（特別 ）



原
子
力
発
電
①
安
全
性
匸
つ
い
て
の
講
演
会
が
、
九
日

十
八
【
】」
佐
井
村
振
興
ゼ
ブ
ラ
ー
し
か
し
て

予
只
工
業
大
学
原
子
炉
工
学
研
究
所
長
の
藤
家
洋
一
氏
を
講
師
匸
招
い
て
開
催
さ
拉
ま
し
た
。
当
口
は

台
風
十
九
号
の
影
響
で
、
あ
い
に
く
の
天
気
と
な
り
ま
し
た
万
二
二
十
二
曷
①
参
加
者
が
あ
り
庶
し
た
。

今
回
は
、
そ
①
と
き
の
講
談
内
容
を
紹
介
し
ま
寸
。

一
、
原

子

力

と

は

何

か

人
類
が
使
っ
て
き
た
干
不
ル

ギ
ー
は
、
ほ
と
ん
ど
太
陽
に
よ

っ
て
賄
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
太

陽
の
光
は
、
地
上
の
植
物
を
育

て
、
動
物
を
育
て
、
地
球
を
温

か
く
し
ま
す
。
動
植
物
が
死
ん

だ
後
は
、
地
下
で
石
油
、
石
炭
、

天
然
ガ
ス
と
な
っ
て
、
今
我
々

は
そ
れ
を
使
っ
て
い
ま
す
。
太

陽
か
ら
出
て
い
る
こ
の
光

の
源

は
、
実
は
原
子
力
干
不
ル
ギ
ー
な

の
で
す
。
で
す
か
ら
、
人
類
は

「
自
然
の
原
子
力
」
」

の
お
か

げ
で
生
き
て
こ
れ
た
の
で
す
。

そ
し
て
人
類
は
「
自
然
の

原
子
力
」
を
地
球
上
に
実
現

で
き
な
い
か
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が

「
核
融
合
」
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
、
燃
料
と
し
て
水
素
な

ど
の
軽
い
元
素
を
用
い
ま
す
。

も
う
一
つ
が
「
核
分
裂
」
と

呼

ば
れ
る
も
の
で
、
燃
料
と

し
て
ウ
ラ
ン
な
ど
の
重

い
元

素
を
用

い
ま
す
。
核
融
合
の

実
用
化
に
は
、
ま
だ
時
間
が

必
要
で
す
が
、
核
分
裂
に
よ
る

原
子
力
発
電
所
は
、
す
で
に
世

界
に
普
及
し
て
い
ま
す
。

囗
本
に
お
い
て
は
、
昭
和
三

十
年
に
原
子
力
開
発
に
着
手
し

ま
し
た
。
そ
れ
は
日
本
人
の
心

の
底
に
「
我
々
は
資
源
の
乏
し

い
国
に
住
ん
で
い
る
」
と
い
う

共
通
の
認
識
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。し

か
し
、
同
時
に
日
本
人
は

世
界
で
唯
一
、
原
爆
を
体
験
し

た
民
族
で
す
。
こ
の
悲
惨
な
体

験
は
永
遠
に
忘
れ
る
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
で
し
ょ
う
。
こ
の

た
め
、
日
本
で
は
安
全
性
を
最

後
先
に
し
な
い
限
り
、
原
子
力

の
平
和
利
用
は
あ
り
得
な
い
と

い
う
共
通
認
識
を
持
っ
て
、
こ

れ
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
精
神
は
、
昭
和
三
十
年
に
で

き
た
原
子
力
基
本
法
の
中
に
も

う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

現
在
で
は
、
国
内
の
電
気
の
三

分
の
一
を
賄
う
と
こ
ろ
ま
で
き

て
い
る
の
で
す
。



二

、
放

射

線

に

っ

い

て

原
子
力
と
い
う
言
葉
か
ら
連

想
す
る
も
の
に
、
原
子
力
発
電

と
い
う
甘
葉
と
同
時
に
原
爆
と

い
う
言
葉
と
放
射
線
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
実
は
、
こ
の

放
射
線
は
地
球
の
歴
史
と
密
接

な
関
係
が
あ
る
の
で
す
。

地
球
が
こ
の
宇
宙
の
中
の
一

つ
の
星
と
し
て
で
き
て
か
ら
、

ざ
っ
と
四
十
億
年
の
歴
史
が
あ

り
ま
す
。
地
球
は
最
初
、
宇
宙

の
塵
が
い
っ
ぱ
い
集
ま
っ
て
で

き
た
冷
た
い
星
で
、
そ
こ
に
は

放
射
能
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
放
射
性
の
物
質

は
、
放
射
線
を
出
し
な
が
ら
、

だ
ん
だ
ん
と
減
少
し
、
今
か
ら

二
百
～
五
百
万
年
前
に
や
っ
と

人
類
が
地
球
上
に
現
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
現
代
に
お
い

て
も
、
そ
の
時
代
の
放
射
能
は

ま
だ
残
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
人
類
と
い
う
の
は
、
歴
史

上
、
ず
っ
と
こ
の
放
射
線
と
共

存
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

こ
の
自
然
の
放
射
線
の
分
布

を
見
て
み
ま
す
と
、
西
日
本
は

放
射
線
が
強
く
（
大
阪
一
・
〇

八
）
、
東
日
本
は
少
な
い
（
青

森
〇
・
八
六
）
と
い
う
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
西
日
本

の
地
質
に
花
尚
若
が
多
く
含
ま

れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
こ
で
、

も
し
自
然
の
放
射
線
が
人
間
に

影
響
を
持
つ
と
す
れ
ば
、
当
然
、

東
日
本
の
人
と
西
日
本
の
人
に

健
康
上
の
差
が
あ
っ
て
も
不
思

議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

そ
の
よ
う
な
話
は
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
で
の
自
然
の
放
射
線
の

量
は
、
平
均
「
一

二

」
と
い

う
値
で
す
が
、
そ
の
他
の
放
射

線
と
し
て
、
胸
の
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
診
は
「
○

∴
二
」
、
胃
の
検

診
は
「
四
」
と
い
う
値
で
す
。

ま
た
、
原
子
力
発
電
所
か
ら
も

外
へ
放
射
線
が
出
て
お
り
、
そ

の
値
は
「
○
・
○
五
」
以
下
に

抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

三

、
豐

盍

号

圉

霧

日
本
に
お
け
る
原
子
力
開
発

の
出
発
点
は
、
軽
水
型
原
子
力

発
電
所
の
実
用
化
で
し
た
。
ア

メ
リ
カ
で
作
ら
れ
た
こ
の
軽
水

型
原
子
力
発
電
所
を
、
使
い
勝

手
の
良
い
高
品
質
の
も
の
に
し

よ
う
と
努
め
て
き
ま
し
た
。
そ

の
努
力
の
お
か
げ
で
、
囗
本
に

お
け
る
事
故
、
故
障
の
発
生
す

る
割
合
は
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
に

比
べ
て
も
低
く
、
十
分
の
Ｉ
く

ら
い
で
す
。

原
子
力
発
電
所
の
放
射
能
は

普
通
、
燃
料
の
中
に
じ
っ
と
し

て
い
ま
す
が
、
燃
料
が
溶
け
る

と
、
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い

た
放
射
能
が
出
て
き
ま
す
。
で

す
か
ら
、
燃
料
が
溶
け
な
い
よ

う
に
さ
え
し
て
お
け
ば
、
原
子

力
発
電
の
安
全
性
は
保
た
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は

「
止

め
る
」
「
冷

や

す
」
の
二
つ
を
す
れ

ば
原
子
炉
は
安
全
で

す
。世

界
の
代
表
的
な

二
つ
の
原
子
力
発
電

事
故
を
例
に
と
っ
て

み
ま
す
と
、
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
は
「
止
め

る
」
の
に
失
敗
し
、

ス
リ
ー
マ
イ
ル

は

「
冷
や
す
」
の
に
失

敗
し
た
の
で
す
。
日

本
の
原
子
力
発
電
所

は
「
止
め
や
す
い
」
性
質
と
「
冷

や
し
や
す
い
」
性
質
が
な
い
限

り
許
可
さ
れ
な
い
の
で
す
。
人

間

が
外

か
ら
操

作
し

な
く
て

も
、
原
子
炉
が
自
ら
そ
う
い
う

性
質
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

風
呂
を
例
に
し
て
こ
れ
を
話

し
ま
す
。
風
呂

の
焚
口
に
火
を

つ
け
る
と
、
水
は
温
度
が
高
く

な
り
、
軽
く
な
っ
て
浮
い
て
き

ま
す
。
冷
た
い
水
は
焚
囗
へ
下

が
っ
て
き
て
、
そ
こ
で
ま
た
温

め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

ポ
ン
プ
が
な
く
て
も
水
が
グ
ル

グ
ル
回
っ
て
、
自
然
に
湯
船
の

温
度
は
上
が
っ
て
き
ま
す
。
こ

れ
は
言
い
換
え
れ
ば
、
焚
口
が

自
然
に
冷
や
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
焚
口
を
湯
船
よ

り
高
く
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
。
水
は
グ
ル
グ
ル
回
っ
て
く

れ
ま
せ
ん
か
ら
、
焚
口
は
冷
や

さ
れ
に
く
く
な
り
ま
す
。
ス
リ

ー
マ
イ
ル
は
こ
の
よ
う
な
構
造

に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
日
本

の
原
子
力
発
電
所
で
は
、
蒸
気

発
生
器
（
湯
船
）
は
炉
心
（
焚

口
）
よ
り
必
ず
高
い
所
に
あ
る

の
で
「
冷
や
し
や
す
い
」
性
質

を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。



四

、
Ａ

Ｔ

Ｒ

に

つ

い

て

Ａ
Ｔ
Ｒ
で
は
、
燃
料
と
し
て

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
用
い
ま
す
。

軽
水
炉
に
お
い
て
は
、
燃
料
と

し
て
ウ
ラ
ン
を
用
い
ま
す
が
、

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
自
然
に
生
ま

れ
て
燃
え
て
い
る
の
で
す
。
で

す
か
ら
、
日
本
で
は
も
う
二
十

年
く
ら
い
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
使

っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ａ
Ｔ
Ｒ
は
、
日
本
が
独
自
に

開
発
し
た
原
子
炉
で
、
そ
の
原

型
炉
「
ふ
げ
ん
」
は
、
敦
賀
半

島
の
先
端
に
あ
り
ま
す
。
「
ふ

げ
ん
」
は
、
昭
和
五
十
四
年
に

運
転
を
開
始
し
て
以
来
、
現
在

ま
で
順
調
に
運
転
さ
れ
て
お
り
、

燃
料
が
壊
れ
る
よ
う
な
こ
と
は

一
度

も
起
こ

っ
て

お
り

ま
せ

ん
。
そ
う
い
う
実
績
を
踏
ま
え

て
、
大
間
に
実
証
炉
を
作
ろ
う

と
い
う
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た

の
で
す
。
軽
水
炉
よ
り
一
歩
進

ん
だ
原
子
炉
の
実
用
化
が
、
日

本
に
も
近

づ
い
て
き
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

五

、
地

域

と

原

子

力

こ
れ
ま
で
日
本
の
原
子
力
開

発
は
「
原
子
力
が
地
方
を
見
る
」

歴
史
で
し
た
。
原
子
力
が
そ
の

立
地
を
求
め
て
、
地
方
を
見
て

き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
地
元

は
受
身
の
立
場

で
原
子
力
に
接
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
二
十
一

世
紀
の
時
代
は
、
む
し
ろ
「
地

方
が
原
子
力
を
見

る
」

時
代
だ

と
思

い
ま
す
。
地
方
が
自
ら
の

将
来

に
お
い
て
、
原
子
力
を
ど

う
位
置
づ
け
る
か
、
そ
う
い
う

考
え

の
中
で
、
は
じ
め
て
原
子

力

が
根
づ
い
て
い
く
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
ま
す
。

【
主

要

な

質

疑

応

答
】

質
問原

子
力
発
電
所
は
、
電
気
を

大
量
に
消
費
す
る
都
会
に
立
地

し
た
ら
よ
い
の
で
は
な
い
で
す

か
。

回
答「

都
会
に
原
子
力
を
」
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
都
会
に
原
子

力
発
電
所
を
立
地
し
な
い
理
由

と
し
て
、
都
会
に
は
原
子
力
発

電
所
を
立
地
す
る
よ
う
な
広
い

土
地
が
あ
り
ま
せ
ん
。
仮
に
東

京
に
原
子
力
発
電
所
を
立
地
し

た
ら
、
土
地
の
値
段
も
相
当
な

も
の
で
あ
り
、
桁
は
ず
れ
の
費

用
が
か
か
り
ま
す
。
現
在
の
建

設
費
よ
り
一
桁
高
い
で
は
す
み

ま
せ
ん
。
こ
の
高
い
電
気
料
金

を
誰
が
払
う
の
か
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
う
で
な
く
て
も
日
本

の
電
気
料
金
は
高
い
の
で
す
。

ま
た
、
都
会
は
大
き
な
河
川
の

沖
積
平
野
に
発
達
し
て
き
た
た

め
、
地
盤
が
軟
弱
で
原
子
力
発

電
所
の
用
地
と
し
て
適
し
て
い

ま
せ
ん
。

豐

盍

烝

霍

霖

￥

佐
井
村
交
通
安
全
母
の
会

十
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
一

日
ま
で
、
会
員
二
十
名
が
参
加

し
て
、
敦
賀
原
子
力
発
電
所
を

視
察
し
て
き
ま
し
た
。

福
井
県
敦
賀
半
島
の
先
端
に

あ
る
原
子
力
館
を
最
初
に
見
学
。

発
電
所
を
作
る
条
件
と
し
て
、

強
固
な
岩
盤
の
所
で
、
海
に
面

し
て
大
量
の
海
水
が
使
用
で
き

る
所
だ
そ
う
で
す
。

こ
こ
に
は
、
ふ
げ
ん
発
電
所
、

敦
賀
発
電
所
一
号
機
、
二
号
機

と
並
ん
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
電
力
は
、
関
西
電
力
、
中
部

電
力
、
北
陸
電
カ
ヘ
と
送
電
さ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

敦
賀
発
電
所
二
号
機
の
見
学

で
は
、
格
納
容
器
は
我
国
初
の

プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト

ー
コ
ン
ク
リ

ー
ト
製
で
作
ら
れ
て
い
る
と
の

こ
と
。（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
壁
中
に
、
高
強
度
の
緊
張
ケ

ー
ブ
ル
を
網
目
状
に
配
置
し
て

締
め
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
補
強
す
る

構
造
）

原
子
炉
補
助
建
屋
に
入
り
、

中
央
制
御
室
を
見
学
。
少
な
い

人
数
で
三
交
代
で
一
日
中
操
業

し
て
い
る
と
の
こ
と
。
タ
ー
ビ

ン
建
屋
で
は
、
施
設
の
大
き
さ

に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、

働
い
て
い
る
人
の
二
重
・
三
重

の
厳
し
い
チ
エ
″
ク
が
あ
り
、

大
変
だ
な
あ
と
思
う
一
方
で
、

こ
れ
だ
け
危
険
性
が
高
い
の
か

な
と
も
思
い
ま
し
た
。
地
元
雇

用
は
、
い
ろ
い
ろ
な
施
設
を
入

れ
て
六
割
く
ら
い
だ
そ
う
で
す
。

私
た
ち
の
暮
し
に
は
、
電
気

は
か
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
大

切
な
も
の
で
す
。
自
然
干
不
ル

ギ
ー
を
使
う
と
し
て
も
、
例
え

ば
太
陽
熱
、
風
力
は
天
気
の
影

響
を
受
け
や
す
く
、
広
い
場
所

を
必
要
と
す
る
し
、
ま
た
、
コ

ス
ト
面
で
も
高
く
つ
き
ま
す
。

干
不
ル
ギ
ー
資
源
は
無
尽
蔵
に

あ
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
環
境

問
題
も
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る

昨
今
、
何
に
た
よ
れ
ば
よ
い
か

頭
の
痛
い
問
題
で
す
。
だ
か
ら

と
い
っ
て
原
子
力
は
放
射
線
が

心
配
で
す
。
近
い
将
来
、
こ
れ

ら
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る

の
で
は
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の



危
険
性
を
十
分
に
知
っ
た
う
え

で
、
安
全
対
策
を
し
っ
か
り
や

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
特
に
思

い
ま
す
。

私
た
ち
自
分
自
身
の
問
題
と

し
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
態
に
き
て
い
ま
す
。

真
剣
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

次
の
日
は
、
東
京
の
警
視
庁

広
報
セ
ン
タ
ー
を
見
学
。
交
通

事
故
者
の
救
急
処
置
の
仕
方
の

ビ
デ
オ
を
見
て
か
ら
、
館
内
を

見
学
し
ま
し
た
。
パ
ト
カ
ー
、

白
バ
イ
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
乗

っ
て
み
た
り
、
東
京
の
交
通
事

故
状
況
を
聞
い
た
り
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
で
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
写
真

を
作
成
し
た
り
、
私
た
ち
の
知

ら
な
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
見
聞

し
た
、
大
変
有
意
義
な
研
修
と

な
り
ま
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ト
プ
ラ
ザ
に

参

加

し

て

島

野

敦

子

十
一
月
五
日
か
ら
七
日
の
日

程
で
「
も
え
る
・
も
え
る
潮
風

と
文
化
の
ま
ち
、
か
し
わ
ざ
き

か
り
わ
の
っ
ど
い
」
柏
崎
・
刈

羽
干
不
ル
ギ
ー
プ
ラ
ザ
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。

私
の
参
加
し
た
施
設
見
学
会

の
バ
ス
は
、
北
は
北
海
道
か
ら

南
は
九
州
鹿
児
島
ま
で
、
全
国

か
ら
見
ず
知
ら
ず
の
人
だ
ち
と

一
緒
に
な
り
、
各
施
設
を
見
学
。

最
初
に
東
京
電
力
柏
崎
・
刈
羽

原
子
力
サ
ー
ビ
ス
ホ
ー
ル
で
、

原
子
力
に
つ
い
て
の
説
明
を
聞

き
ま
し
た
。

次
に
、
高
度
情
報
化
都
市
を

め
ざ
す
、
新
潟
県
柏
崎
市
の
柏

崎
ソ
フ
ト

ー
パ
ー
ク
、
Ｋ
Ｉ
Ｄ

Ｃ
柏
崎
情
報
開
発
セ
ン
タ
ー
を

見
学
。
す
で
に
十
七
社
に
及
ぶ

ソ
フ
ト
関
連
企
業
が
業
務
を
開

始
し
て
お
り
、
情
報
処
理
技
術

者
養
成
の
学
院
な
ど
、
最
先
端

の
技
術
を
見
学
し
て
き
ま
し
た
。

翌
日
の
ま
ち
づ
く
り
検
討
会

で
は
、
経
験
発
表
で
む
つ
市
青

年
会
議
所
の
柳
谷
さ
ん
が
「
ド

リ
ー
ム

ー
ア
ッ
ク
ス
号
」
の
東

京
新
宿
か
ら
下
北
に
直
行
夜
行

列
車
を
走
ら
せ
、
下
北
半
島
を

Ｐ
Ｒ
し
て
よ
か
っ
た
苦
労
談
を

話
し
て
い
ま
し
た
。
「
ま
ち
づ

く
り
は
人
づ
く
り
」
素
敵
な
人

が
増
え
れ
ば
素
敵
な
ま
ち
に
な

る
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
他
に
も
Ｕ
Ｆ
Ｏ
で
知

ら
れ
る
石
川
県
羽
咋
市
の
、
Ｕ

Ｆ
Ｏ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
、
人

づ
く
り
の
話
や
、
鹿
児
島
県
川

内
市
の
大
綱
引
「
わ
っ
し
ょ
い

川
内

フ
ェ
ス
タ
」
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
に
努
力
し
て
、
自
分
た
ち

の
町
を
宣
伝
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
と
な
い
機
会
で
し
た
が
、

今
回
は
参
加
者
が
少
な
く
、
少

し
残
念
で
す
が
、
自
分
に
と
っ

て
は
大
変
よ
か
っ
た
三
日
間
の

勉
強
会
で
し
た
。

海域漁場図贈呈される

１０月１７日、佐井村海域漁場図

の贈呈が、電源開発株式会社か

ら佐井村に対して行われました。

この漁場図は、佐井村全海域

を対象に、平成元年から平成２

年までの２年間に実施しか漁場

調査の結果に基づくもので、海

底の地形や地形、海藻等の分布

がわかるようになっています。

このうち海底地形、地質図につ

いては、漁協組合員のみなさん

に既に配布されています。

今後、この漁場図をもとに、

漁協組合員のみなさんや漁協と

も相談しながら、将来の村の水

産振興発展のために役立ててい

きたいと考えています。

大
間
町

山
崎
ア
イ
子

長
い
間
お
世
話
に
な
っ
た
佐

井
村
を
離
れ
て
か
ら
、
も
う
四

年
目
に
入
り
ま
し
た
。
に
も
か

か
わ
り
ま
せ
ず
、
村
章
マ
ー
ク

の
さ
わ
や
か
な
封
筒
に
て
、
広

報
さ
い
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

手
に
取
る
た
び
ご
と
に
、
今

月
は
ど
ん
な
新
し
い
話
題
が
？

ど
ん
な
ニ
ュ
ー
ス
が
？
と
ま
ち

ど
お
し
く
拝
読
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
村
民
憲
章
の
合

い
言
葉
か
ら
始
ま
り
、
村
の
話

題
、
カ
メ
ラ
ル
ポ
、
お
し
ら
せ
、

教
育
だ
よ
り
、
交
母
だ
よ
り
、

出
稼
ぎ
現
地
の
み
な
さ
ん
な
ど

楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
取
材
、
編
集
、
発
行

す
る
担
当
課
の
み
な
さ
ん
の
努

力
が
、
紙
面
か
ら
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。

佐
井
村
は
、
人
口
わ
ず
か
三
、

七
〇
〇
人
余
り
の
小
さ
な
村
で

あ
り
な
が
ら
、
地
域
の
発
展
の

た
め
に
、
村
民
一
人
一
人
が
ま

じ
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
そ
し
て
着
々
と

そ
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。

今
、
私
か
住
ん
で
い
る
大
間

町
に
は
、
原
子
力
発
電
所
の
計

画
が
あ
り
ま
す
。
原
子
力
に
は

安
全
性
の
問
題
や
、
放
射
能
や

放
射
線
の
問
題
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

こ
の
地
球
の
中
で
生
き
ら
れ
る

た
め
に
、
私
た
ち
親
や
大
人
が

今
、
こ
れ
か
ら
何
を
考
え
、
何

を
し
た
ら
よ
い
の
か
、
私
た
ち

の
責
任
に
か
か
っ
て
い
る
と
私

は
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
佐
井
村
の
益
々
の

発
展
を
願
い
な
が
ら
、
広
報
さ

い
の
送
付
に
つ
き
、
心
か
ら
感

謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。



交佞だより

佐 井 村

交通安全母の会

交
通
安
全
功
労
賞
を
い
た
だ
い
マ

会
長
松

谷

三

枝

こ
の
た
び
青
森
市
で
開
催
さ

れ
た
「
青
森
県
交
通
安
全
県
民

大
会
」
に
お
い
て
、
青
森
県
警

察
本
部
長
、
青
森
県
交
通
安
全

協
会
長
の
連
名
で
表
彰
状
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
村
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
の
賜
物
と
感
謝
申
し
あ
げ
ま

す
。こ

れ
ま
で
、
少
し
で
も
交
通

事
故
防
止
の
た
め
に
な
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
、
微
々
た
る
活

動
で
す
が
、
み
な
さ
ん
と
一
緒

に
や
れ
る
こ
と
が
、
本
当
に
あ

り
か
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

、交
通
安
全
活
動
を
進
め
て
い
き

た
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

交
通
安
全
功
労
連
名
表
彰
を
受
賞
し
て

副
会
長

斉

藤

ま
さ
子

十
一
月
八
日
、
青
森
市
で
開

催
さ
れ
た
平
成
三
年
青
森
県
交

通
安
全
県
民
大
会
に
出
席
し
て

き
ま
し
た
。
佐
井
村
か
ら
は
、

四
名
の
交
通
安
全
功
労
受
賞
者

が
あ
り
、
私
は
青
森
県
警
察
本

部
長
・
青
森
県
交
通
安
全
母
の

会
連
合
会
長
連
名
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。
こ
ん
な
大
き
な
賞

を
い
た
だ
け
た
の
も
、
皆
様
の

お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
頑
張
り
ま
す
の
で
、

な
お
一
層
の
ご
指
導
と

ご
支
援

を
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

交
通
事
故
概
要
で
、
高
齢
者

の
死
亡

が
増
加

（
車
の
直
前
・

直
後
の
横
断
）
、
若
年
運
転
者

に
よ

る
死
亡
事
故
増
加

（
ス
ピ

ー
ド
の
出
し
過
ぎ
、
飲
酒
運
転
）
、

夜
間
の
死
亡
事
故
多
発

（
無
謀

飲んで乗る あなたは天国 家族は地獄 ・交通安全は家庭から

県内の交通事故概況
（平成 ３年） 青森県交通対策協議会

１０月 累計
死

者

の

う

ち

飲 酒 運 転 に よ る 死 者 １９

発

生

６６７

（７４６）

６，２９８

（６，３５４） シ

［
卜

ベ
ル
ト

着 用 義 務 者

（着けなければならない人）
５３

死

者 ７㈲
１０１

巾 ３）

非 着 用 者

（着 け て い な かっ た 人）
４３

傷

者

８２１

（９２０）

７，７１７

（７，８３０）

う ち、 着 け て い れ ば

助 かった と思 われ る人
１２

（ ）内は前年。累計は１月から
○ 飲酒運転による死者は、死者全体の １９％

○ シートベルト非着用の死者は、着用者の ４倍強

シートベルト しめ る心が 身 を守 る

ｔ ぽ

２，９５８
日

今
月
の
交
通
安
全
標
語

一一一

年

会

酒

ｙ

入

っ

ｆ
一
‘一一

ヽｙ
ｌ

ト

ベ
ル
ト
ー一一
九
ず

に

船

越

京

子

’〈
ピ
ー
ト
い
は
ふ

袞
お
命
を

も
ら
い
ま
す

竹
内
浩
義



運
転
）
、
自
動
車
乗
車
中
の
死

者
増
加
（
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
未
着

用
）
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
交

通
事
故
を
な
く
す
る
た
め
に

は
、
一
人
一
人
が
交
通
安
全
意

識
を
高
め
、
正
し
い
交
通
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
を
実
践
す
る
こ
と

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
に
と
っ
て
今
回
の
受
賞
は

大
変
有
意
義
な
も
の
で
し
た
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止

茫

蔔

乗
る
な

乗
る
な
ら
黔

な

年
末
年
始
は
、
お
酒
を
飲
心
機
会
七
多
く
な
つ
ま
ず
。
こ
の
時
期

「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
、
乗
石
な
弓
飲
か
な
」
を
徹
底
し
ま
し
よ
う
。

ま
た
、
車
を
運
転
す
る
人
口
対
し
て
は
、
お
酒
を
勧
め
な
い
よ

う
し
じ
ま
し
よ
う
。

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

県
交
通
事
故
相
談
所
へ

突
然
、
交
通
事
故
に
あ
う
と
何
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
ま
ど
う

の
は
当
然
で
す
。
こ
ん
な
と
き
、
一
日
も
早
く
専
門
の
相
談
員
の
い

る
県
の
交
通
事
故
相
談
所
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
。
王

曜
日
は
正
午
ま
了

休
日
を
除
く
毎
日
受
付
し
て
い
ま
す
。
（
電
話
で
も
受
け
て
い
ま
す
）

弁
護
士
・
専
門
相
談
員
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

●
本

所

青
森
市
新
町
ニ
ノ
三
ノ

ー

県
庁
舎
別
館
一
階

昔
○
一
七
七
（
２２
）
１

内
線
五
四
四
〇
・
五
四
四
一

●
弘
前
支
所

弘
前
市
藏
主
町
四

県
弘
前
合
同
庁
舎
別
館

昔
○
一
七
二
（
奕
）
八
七
ニ

ー

●
八
戸
支
所

八
戸
市
尻
内
町
鴨
田
七

県
八
戸
合
同
庁
舎
二
階

昔
○
一
七
八
Ξ
七
）
五
一
一
一

内
線
三
一
三

自動車に乗ったら

シートベルト

バイクを運転するときは

ヘルメット

●

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

ど
ち
ら
も
命
を
守
る
大
切
な
も
の

忘
れ
ず
に
正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

ｆｌ‘０１７７－２３－２３７９

サラリーマンの

確定申告
大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、

年
末
調
整
に
よ
っ
て
一
年
間
の

所
得
税
の
納
税
は
完
了
し
ま
す

が
、
給
与
や
退
職
所
得
以
外
の

所
得
金
額
が
二
十
万
円
を
超
え

る
人
や
給
与
を
二

か
所
以
上
か

ら
も
ら
っ
て

い
る
人
な
ど
は
、

確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
多
額
の
医
療
費
を
支

払
っ
た
人
や
災
害
に
あ
っ
た
人

な
ど
は
、
確
定
申
告
を
す
る
と

源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還

付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
気
軽
に
最
寄

り
の
税
務
相
談
室
ま
た
は
税
務

署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

記帳に基づく
正しい申告を

商
売
な
ど
を
し
て
い
る
方
が

自
分
の
所
得
を
正
確
に
計
算
す

る
た
め
に
は
、
毎
日
の
取
引
を

き
ち
ん
と
記
帳
し
、
取
引
記
録

等
を
保
存
し
て
お
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

青
色
申
告
を
し
て
い
な
い
方

で
も
、
一
定
の
基
準
に
該
当
す

る
方
は
、
記
帳
や
記
録
の
保
存

な
ど
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

記
帳
の
し
か
た
な
ど
に
つ
い

て
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
税

務
相
談
室
や
税
務
署
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

法定調書の提出は

・ｌ¶月３１ 日まで

給料、報酬、不動産の使用料な

どの支払者は、その支払先ごとに

支払金額や源泉徴収税額などを記

載した法定調書を税務署に提出す

ることになってい ます。

提出期限は、翌年の１月３１日で

す。

なお、詳しくは最寄りの税務相

談室や税務署にお尋ねください。

こ

ん

な

と

き

こ

ん

な

年

金

国
民
年
金
に
は
、
三
つ
の
基

礎
年
金
と
国
民
年
金
独
自
の
給

付
が
あ
り
ま
す
。

【
三
つ
の
基
礎
年
金
】

▼
老
齢
基
礎
年
金

国
民
年
金
（
保
険
料
を
納
め

た
期
間
と
免
除
さ
れ
た
期
間
）

や
厚
生
年
金
な
ど
に
二
十
五
年

以
上
加
人
し
た
人
が
、
六
十
五

歳
に
な
っ
た
と
き
に
受
け
ら
れ

ま
す
。

た
だ
し
、
二
十
歳
か
ら
六
十

歳
ま
で
の
四
十
年
間
が
、
国
民

年
金
の
保
険
料
を
納
め
た
期
間

や
厚
生
年
金
な
ど
の
期
間
で
満

た
さ
れ
て
い
な
い
と
満
額
に
な

り
ま
せ
ん
。

▼
障
害
基
礎
年
金

国
民
年
金
の
加
入
者
が
、
一

級
ま
た
は
二
級
の
障
害
の
状
態

に
該
当
す
る
障
害
者
に
な
っ
た

と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
二
十
歳
前
に
同
様
の

障
害
に
な
っ
た
人
に
も
、
障
害

基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
遺
族
基
礎
年
金

国
民
年
金
の
加
入
者
ま
た
は

１ ２
月

３ １
日 は

柎 調 見（４期）
、
固談 蜊 （４期）

の 納 期 限 で す
Ｏ

＝納期内納付にご協力ください＝



老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る

人
が
死
亡
し
た
と
き
に
、
そ
の

人
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ

て
い
た
子

（
十
八
歳
未
満
）
の

あ
る
妻
ま
た
は
子
（
十
八
歳
未

満
）

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
国
民
年
金
の
独
自
給
付
】

▼
寡
婦
年
金

国
民
年
金
の
期
間
（
保
険
料

を
納
め
た
期
間
と
免
除
さ
れ
た

期
間
）
だ
け
で
二
十
五
年
以
上

あ
る
夫
が
年
金
を
受
け
な
い
で

死
亡
し
た
と
き
、
妻
に
六
十
歳

か
ら
六
十
五
歳
ま
で
の
間
支
給

さ
れ
ま
す
。

▼
死
亡
一
時
金

保
険
料
を
納
め
た
期
間

が
三

年
以
上
あ
る
人
が
、
な
ん
の
年

金
を
受
け
ず
に
死
亡
し
た
と
き
、

遺
族
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

基
礎
年
金
の
給
付
費
は
、
み

な
さ
ん
が
納
付
し
た
保
険
料
を

充
て
る
ほ
か
、
国
が
年
金
額
の

三
分
の
一
を
負
担
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
金
額
は
物
価
上
昇

に
合
わ
せ
て
ス
ラ
イ
ド
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
目
減
り
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

人

生

の

節

目

節

目

に

は

届

け

出

を

忘

れ

ず

に

就
職
、
退
職
、
結
婚
な
ど
に

よ
っ
て
加
入
者
の
種
類
が
変
わ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

引
っ
越
し
、
氏
名
の
変
更
、
二

十
歳
に
な
っ
た
と
き
、
年
金
を

受
け
よ
う
と
す
る
と
き
な
ど
も

忘
れ
ず
に
届
け
出
を
し
ま
し
ょ

う
。
届
け
出
を
し
な
か
っ
た
た

め
に
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

届
出
に
は
、
印
か
ん
、
国
民

年
金
手
帳
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

他
に
ご
主
人
の
厚
生
年
金
手
帳
、

保
険
証
が
必
要
な
場
合
も
あ
り

ま
す
。
よ
く
確
認
の
う
え
、
役

場
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

そ
の
昔
、
東
京
が
ま
だ
匹

尸
で

あ
っ
た
こ
ろ
、
職
人
た
ち
が
大
八

車
に
、
か
ま
ど
や
せ
い
ろ
、
う
す
、

き
ね
、
ま
き
な
ど
を
積
ん
で
ま
ち

を
回
り
、
も
ち
つ
き
歌
に
合
わ
せ

て
見
振
り
も
面
白
く
、
も
ち
つ
き

を
し
た
風
習
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

「
昔

は
正
月

が
近

づ
く

と
、

も
ち

を

つ
く

の
が

楽

し

み

だ

っ

た

け

ど
、

い
ま

の

子

は

そ

う

い

う

楽
し

み

を

知

ら

な

く

て

か

わ

い
そ

う

」

な

ど

と
よ

く

い

い

ま
す

が

、

最

近

の
子

は

意
外

に

も

ち
つ

き

に
親

し

ん
で

い

る
よ

う

で

す
。

幼
稚
園
や
保
育
園
で
は
、
年
末

の
行
事
と
し
て
も
ち
つ
き
を
す
る

と
こ
ろ
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

地
域
お
こ
し
や
商
店
街
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
さ
ら
に
、
観
光
地
の

旅
館
や
民
宿
で
も
、
観
光
客
の
参

加
に
よ
る
も
ち
つ
き
が
盛
ん
で
す
。

か
け
声
を
発
し
な
が
ら
ペ
ッ
タ
ン

ペ
ッ
タ
ン
と
つ
く
も
ち
つ
き
は
、

い
ま
は
出
し
物
的
な
存
在
に
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
最
近
で
は
、
真
空
パ
ッ

ク
に
な
っ
た
切
り
も
ち
や
丸
も
ち

を
買
っ
て
く
る
家
が
多
く
な
り
、

自
分
た
ち
で
つ
い
た
も
ち
を
正
月

に
食
べ
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て

き
た
よ
う
で
す
。

も
ち
つ
き
の
ス
タ
イ
ル
が
変
わ

っ
た
よ
う
に
、
も
ち
に
ま
つ
わ
る

全
国
各
地
の
風
習
も
変
わ
り
ま
し

た
。
か
き
も
ち
や
あ
ら
れ
な
ど
、

昔
な
が
ら
の
保
存
方
法
も
、
最
近

で
は
あ
ま
り
行
わ
れ
な
く
な
り
ま

し
た
し
、
残
っ
た
も
ち
を
水

に
漬
け
て
水
も
ち
に
す
る
こ

と
も
、
冷
蔵
庫
の
普
及
で
忘

れ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

正
月
を
迎
え
、
も
ち
を
食
べ

る
と『
い
う
風
習
は
、
変
わ
り

が
な
い
よ
う
で
す
。

十
二
月
は
、
援
護
を
必
要

と
す
る
人
や
家
庭
が
明
る
い
正
月

を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
、「
歳
末
た

す
け
あ
い
運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま

す
。
み
ん
な
で
協
力
し
ま
し
ょ
う
。



ス

プ

ー

ン

で

皮

を

む

く

ご
飯

や

そ

ば

に

か

け

た

り

、

汁

や

揚

げ

物

に

し

た

り

と

、

と

ろ

ろ
イ

モ

を

使

っ

た

料

理

は

い

ろ

い

ろ

あ

り

ま

す

。

一

般

に

、

と

ろ

ろ
イ

モ

と

呼

ば

れ

て

い

る

の

は

、

ヤ

マ
ノ

イ

モ

（

ヤ

マ
イ

モ

）

で

す

。

ヤ

マ

ノ

イ

モ

の

種

類

に

は

、

す

り

こ

ぎ
の
よ
う
な
形
を
し
た
自
然

薯
、
ナ
ガ
イ
モ
、
イ
チ
ョ
ウ
の

葉
の
形
を
し
た
ヤ
マ
ト
イ
モ
、

石
こ
ろ
み
た
い
な
ツ
ク
ネ
イ
モ

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ヤ
マ
ノ
イ
モ
の
皮
む
き
は
、

ヌ
ル
ヌ
ル
し
て
む
き
に
く
い
も

の
で
す
。
包
丁
で
は
な
く
、
大

き
な
ス
プ
ー
ン
で
上
か
ら
下
に

軽
く
こ
す
る
よ
う
に
し
て
む
い

て
く
だ
さ
い
。
平
均
的
に
薄
く

む
け
ま
す
。
し
か
し
、
皮
を
全

部
む
く
と
、
ヌ
ル
ヌ
ル
し
て
お

ろ
す
と
き
に
苦
労
し
ま
す
。
手

に
持
つ
部
分
の
皮
は
残
し
ま
し

ょ
う
。
皮
を
む
い
た
ら
酢
水
に

つ
け
て
、
ア
ク
抜
き
を
し
ま
す
。

す
り
お
ろ
し
に
は
、
お
ろ
し

金
よ
り
す
り
鉢
を
使
う
ほ
う
が
、

ふ
わ
っ
と
き
め
細
か
く
仕
上
り

ま
す
。
水
気
を
と
り
、
す
り
鉢

の
ま
わ
り
に
軽
く
当
て
、
ゆ
っ

く
り
回

し
て

す
り

お
ろ
し

ま

す
。
そ
の
あ
と
、
す
り
こ
ぎ
で

す
り
ま
す
。
お
ろ
し
金
や
す
り

鉢
が
な
く
て
も
、
と
ろ
ろ
イ
モ

は
つ
く
れ
ま
す
。
ポ
リ
袋
に
皮

を
む
い
た
ヤ
マ
ノ
イ
モ
を
緇
か

く
切
っ
て
入
れ
、
瓶
で
た
た
い

て
つ
ぶ
す
の
で
す
。

す
っ
た
と
ろ
ろ
イ
モ
を
小
鉢

に
卅
け
る
と
き
は
、
割
り
ば
し

が
最
適
で
す
。
両
手
に
一
本
ず

つ
も
ち
、
ク
ル
ク
ル
と
巻
き
と

る
よ
う
に
し
ま
す
。
こ
う
す
れ

ば
一
度
に
た
く
さ
ん
入
っ
た
り
、

器

の
縁
を
汚

し

た
り
し

な

い

で
、
好
み
の
量
を
と
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

と
ろ
ろ
イ
モ
を
お
ろ
し
た
後

で
手
が
か
ゆ
く
な
っ
た
ら
、
酢

を
入
れ
た
水
で
洗
う
と
、
か
ゆ

み
が
と
れ
ま
す
。
ま
た
、
ヌ
ル

ヌ
ル
し
た
感
触
は
、
小
麦
粉
小

さ
じ
一
杯
程
度
を
手
に
こ
す
り

つ
け
て
、
水
で
洗
い
流
せ
ば
き

れ
い
に
落
ち
ま
す
。
使
っ
た
食

器
も
同
じ
よ
う
に
小
麦
粉
を
使

っ
て
洗
う
と
、
ぬ
め
り
が
き
れ

い
に
と
れ
ま
す
。

自 衛 官 採 用 中

防衛庁で は、地元勤務希

望の自衛官 を次のとお り採
用します。
ｙ年 齢

１８歳以上２７歳未満の男子。

▼試験 日
受付時に通知します。

甲採 用
１２月中旬及び１月下旬 た

だし、高卒予定者は３月下

旬の予定。

▼勤務地
大湊（ただし、職種 によっ

ては一部異なることもあ り

ます。）

第３８期自衛隊生徒募集

▼受付期間
平成 ４年１月４日まで

▼応募資格

平成 ４年３月中学校卒業
予定者の男子。

平成 ４年４月１日現在１５

紕以上１７歳未満の男子。
ｙ佩用人員 約３６０名

▼試験日等
平成 ４年１月６日（月）

試験会場 むっ

※詳しいことは、いづれ も

自衛隊 むつ募集事務所へお
問い合せください。

０ （２２）７４８４

技 能 闘 の お しら せ

出稼ぎされている みなさ

ん方が、作業 に必要な知識

や技術を身 にっけることに

より、安全で明るい就労が

できるように左記により技

能講習 会を実施し ます。

▼ 講習 科目 型枠支保工

▼ 日 時

平 成４年１月１７日～１８日

（２日間）

▼ 場 所 むっ市

下 北建設セ ンター

▼ 募集定員 ５０名

▼受 講 料 無料

▼ 申込締切

平 成４年１月８日

ただし、定員になりしだ

い締切り ます。

※受 講資格など詳しいこと

は、むっ公共職業安定所出

稼担当係へお問い合せくだ

さい。

Ｏ （２２）１３３１

満１歳になります

奧 本 千 鶴ちぺ

（勝博・正子）
大佐井

戸籍の窓口
１１月１４日現在

○ お 誕 生 お め で と う

福 田 沙 織（猛美）磯 谷

川 越 拓 哉（敏哉）古佐井

紀 伊 英一朗（一浩）大佐井

○ ご 結 婚 お め で と う

｜ 束 谷 守 雄（脇野沢村）

和 田 昭 子（大 佐 井）

１木 村 啓 介（豊 橋 市）

松 田 亜 美 （古 佐 井）

１三 戸 良 太（大 佐 井）

木 部 良 江 （原 田）

○ お く や み 申 し 上 げ ま す

樋 口 市太郎 （京子）古佐井

個人のプライバシーを尊重する意

床で、載せてほしくない人は、届出

の際に係まで申し出てください。

１０月３１日現在人口（前月比）

男 １，８２３（－１ ）

女 １，８７５ Ｃ土Ｏ）

計 ３，６９８（－１）

世帯数 ｌｊ２０（一回）
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